Yao He 姚合 Who Invited Friends -the Formation of Yao He\u27s Poetic Coterie- by 松原 朗
序
論
聞
一
多
の
「
賈
島
」
（
一
九
四
一
年
、
後
『
詩
雜
論
』
收
）
は
四
千
字
に
も
滿
た
な
い
短
い
文
章
で
あ
る
が
、
す
ぐ
れ
た
洞
察
に
富
み
、
そ
の
後
の
賈
島
究
の
出
發
點
と
な
る
ほ
ど
に
大
き
な
影
を
持
っ
た
。
聞
一
多
の「
賈
島
」に
は
い
く
つ
も
の
創
見
が
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
た
る
も
の
は
、

を
賈
島
の
詩
風
が
風
靡
し
た
時
代
と
し
て
「
賈
島
の
時
代
」と
め
、
す
で
に
賈
島
の
生
	に
お
い
て
も
彼
の

圍
に
は
不
な
下
士
族
出
身
の
詩
人
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
章
の
頭
を
引
用
し
よ
う
（
拙
譯
）。
こ
れ
が
元
和
長
慶
年
の
詩
壇
に
お
け
る
三
つ
の
有
力
な
新
傾
向
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
ち
ら
で
は
年
老
い
た
孟
郊
が
、
あ
の

味
の
き
い
た
刺
々
し
い
五
言
古
體
詩
を
唸
っ
て
世
人
心
に
向
か
っ
て
惡
の
言
を
浴
び
せ
か
け
、
そ
の
罵
聲
の
中
で
は
、
盧
仝
と
劉
叉
が
お
ど
け
た
仕
で
人
を
笑
わ
せ
、
韓
愈
は
々
と
く
大
聲
で
佛
老
を
攻
し
て
い
た
。
あ
ち
ら
で
は
元
と
張
と
王
建
が
、
白
居
易
の
會
改
良
の
旗
印
の
下
で
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
樂
府
の
子
に
乘
せ
、
樣
々
な
階
の
中
に
潛
む
病
な
小
さ
な
悲
劇
を
取
り
上
げ
て
、
會
に
む
か
っ
て
哀
訴
し
て
い
た
。
そ
し
て
同
じ
時
に
、

く
離
れ
た
古
び
た
禪
や
、
小
さ
な
縣
の
官
舍
に
お
い
て
、
賈
島
や
姚
合
が
一
群
の

 を
引
き
!れ
て
詩
を
作
っ
て
い
た
。
各
人
の
出
世
の
た
め
に
、
ま
た
嗜
好
を
滿
足
さ
せ
る
た
め
に
、
暗
い
色
の
五
言
律
詩
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
（
暗
い
の
は
嗜
好
の
せ
い
で
、
五
言
律
詩
は
出
世
の
た
め
に
）
友
を
招
く
姚
合
姚
合
詩
集
團
の
形
"
松
原

こ
こ
で
聞
一
多
が
言
う
「
く
離
れ
た
古
び
た
禪
や
、
小
さ
な
縣
の
役
場
に
お
い
て
、
賈
島
や
姚
合
が
一
群
の

を
引
き
れ
て
詩
を
作
っ
て
い
た
」
と
は
、
ら
く
は
、
左
記
の
二
條
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。（
姚
）合
宰
相
崇
曾
孫
。
登
元
和
士
第
、
	武
功


、
世
號
姚
武
功
。
…
…
與
馬
戴
・
費
冠
卿
・
殷
堯
・
張

、
李
師
之
。
（『
詩
紀
事
・
姚
合
』
卷
四
九
）
賈
仙
燕
人
。
…
…
同
時
、
喩
鳬
・
非
熊
、
繼
此
張
喬
・
張
・
李
・
劉
得
仁
、
凡


子
皆
於
紙
上
北
面
。
隨
其
得
淺
深
、
皆
足
以
其
身
而
名
後
世
。
（
方
岳
「
深
偶
談
」
（
元
・
陶
宗
儀
『
郛
』
卷
二
十
下
收
）
の
賈
島
條
）
聞
一
多
が
古
び
た
禪
と
言
っ
た
の
は
、
賈
島
の
從
弟
で
、
賈
島
や
姚
合
を
取
り
卷
く
詩
集
團
の
一
員
で
あ
る
詩
・
無
可
の
坊
を
念
頭
に
置
く
も
の
で
あ
ろ
う
し
（
１
）、
小
さ
な
縣
の
官
舍
と
い
う
の
は
、
姚
合
が
武
功
縣


や
萬
年
縣
尉
を
め
て
い
た
時
の
縣
の
官
舍
（
縣
齋
）
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
場
は
、
確
か
に
賈
島
た
ち
が

り
に
集
っ
て
詩
會
を
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
本
稿
が
取
り
上
げ
る
の
は
、

と
い
う「
賈
島
の
時
代
」が
出
現
す
る
た
め
に
必
で
あ
っ
た
賈
島
の
文
學
の
贊
＝
詩
人
群
が
、
初
期
に
ど
の
よ
う
に
形
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
詩
人
群
の
紐
帶
と
な
っ
た
の
が
、
實
は
賈
島
そ
の
人
で
は
な
く
、
姚
合
だ
っ
た
こ
と
を
、
姚
合
の
體
 な
働
き
を
!し
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
姚
賈
の
初
期
交

姚
合
は
、
嚴
密
に
は
、
賈
島
を
取
り
卷
く
詩
人
た
ち
の
一
人
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
不
"當
で
あ
る
。
當
時
に
お
い
て
も
、
ま
た
後
世
の
詩
壇
に
對
す
る
影
#に
お
い
て
も
、
兩
は
相
い
拮
抗
す
る
地
位
に
あ
り
、
姚
賈
と
い
う
竝
稱
は
、
こ
う
し
た
文
學
史
 
$價
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
南
宋
の
江
湖
%等
が
、
姚
賈
に
代
表
さ
れ
る

體
の
文
學
を
&
'す
る
中
で
、
趙
師
秀
が
姚
合
と
賈
島
の
た
め
に
『
二
妙
集
』
を
(
ん
だ
の
は
、
兩
の
對
等
の
關
係
を
象
)し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
兩
は
對
等
の
關
係
に
置
か
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
詩
壇
に
果
た
し
た
役
*
は
+な
っ
て
い
た
。
兩
は
惹
き
付
け
合
い
な
が
ら
、
互
い
に
補
完
 
に
、
自
ら
の
役
*を
果
た
し
て
い
た
と
言
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。
賈
島
は
、
元
和
七
年
秋
の
上
京
の
直
後
よ
り
、
姚
合
と
の
交
を
始
め
て
い
る
。
賈
島
が
姚
合
を
初
め
て
識
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
三
あ
る
。
傳
統
 な
は
、
李
嘉
言
が
「
賈
島
年
譜
」
（『
長
江
集
新
校
』
收
、
上
,古
出
版
-一
九
八
三
年
）
に
'べ
る
も
の
で
、
賈
島
が
鳳
.に
/
行
の
0
1、
武
功
縣


に
在
任
し
て
い
た
姚
合
に
會
っ
た
と
す
る
。
友
を
招
く
姚
合
（
松
原
）
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第
二
は
、
齊
文
榜
『
賈
島
究
』
（
人
民
文
學
出
版
二
〇
〇
七
年
）の
第
六
章
第
三
「姚
合
」に
べ
る
、
元
和
八
年
頃
、
長
安
に
お
い
て
結
識
し
た
と
す
る
。
こ
の
年
の
秋
、
兩
は
應
試
の
た
め
に
上
京
し
、
そ
の
後
	も
な
く
長
安
に
お
い
て
結
識
し
た
と
考
え
る
で
あ
る
。
第
三
は
、
張
震

『
士
低
吟
―
賈
島
詩
歌

新
探
』
（
中
國
會
科
學
出
版
二
〇
〇
六
年
）の
第
九
章
「
姚
賈
初
識
考
」
に
べ
る
、
元
和
五
年
か
ら
七
年
の
	に
范
陽
と
洛
陽
・
長
安
を
た
び
た
び
復
し
て
い
た
賈
島
が
、
經
路
の
中
に
あ
る
相
州
臨
河
縣
で
、
そ
こ
に
家
居
し
て
い
た
姚
合
と
結
識
し
た
と
す
る
で
あ
る
。
こ
の
中
、
李
嘉
言
が
唱
え
る
姚
合
の
武
功

在
任
時
期
は
、
す
で
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
年
の
姚
合
究
の
果
と
し
て
、
姚
合
は
武
功
縣

と
な
る
に
、
魏

度
使
從
事
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
か
つ
こ
の
時
期
の
兩
の
交
が
確
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
２
）。
第
二
の
齊
文
榜
と
、
第
三
の
張
震


は
、
兩
が
應
試
の
た
め
に
上
京
し
た
元
和
七
年
の
秋
の
後
と
見
る
點
で
、
時
	
に
は
大
き
な
た
り
は
な
い
。
本
稿
で
は
便
宜
に
、
齊
文
榜
の
に
從
い
た
い
。
な
お
本
稿
が
こ
れ
以
上
に
こ
の
點
に
く
拘
ら
な
い
の
は
、
そ
の
後
の
姚
賈
の
交
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
點
が
、
決
定
な
分
岐
と
は
な
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。
姚
賈
の
交
流
が
回
想
の
文
で
は
な
く
、
當
人
た
ち
の
同
時
料
と
し
て
初
め
て
確
さ
れ
る
の
は
、
姚
合
が
元
和
十
二
年
か
ら
十
五
年
ま
で
の
魏

の
從
事
（
官
銜
：
試
校
書
）
の
時
期
に
、
賈
島
が
姚
合
を
魏
に
訪
問
し
た
も
の
で
あ
る
。
賈
島
と
姚
合
は
、
元
和
八
年
春
の
科
 を
共
に
受
驗
し
て
!第
。
姚
合
は
そ
れ
か
ら
三
年
	、
長
安
で
浪
人
生
活
を
"っ
て
お
り
、
#く
と
も
こ
の
時
期
に
兩
は
交
際
を
結
ん
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
後
姚
合
は
、
元
和
十
一
年
に
$士
%第
、
&十
二
年
に
吏
部
銓
試
に
合
格
し
、
同
年
に
釋
'し
て
魏

從
事
（
試
校
書
）と
な
っ
た
。
そ
の
&年
（
元
和
十
三
年
）
の
春
、
賈
島
は
、
姚
合
の
赴
任
先
か
ら
の
招
待
を
受
け
て
、
こ
の
魏
の
(を
思
い
立
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
時
系
列
に
從
っ
て
、
三
首
を
)げ
る
。
初
め
の
賈
島
の
詩
は
、
魏
に
*年
逗
留
し
た
後
、
姚
合
と
別
れ
、
長
安
へ
の
歸
路
に
+河
を
南
に
渡
っ
た
黎
陽
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黎
陽
寄
姚
合
賈
島
魏
,
-裏
從
熟
魏
,の
-裏
び
從
ふ
こ
と
熟
し
才
子
齋
中
止
泊
多
才
子
の
齋
中
止
泊
す
る
こ
と
多
し
去
日
.楊
垂
紫
陌
去 ゆ
く
日
.楊
紫
陌
（
,大
路
）に
垂
れ
歸
時
白
/夾
+河
歸
る
時
白
/
+河
を
夾
む
新
詩
不
覺
千
迴
詠
新
詩
覺
え
ず
千
迴
詠
じ
古
鏡
曾
經
幾
番
0
古
鏡
曾
か
つ經
て
幾
番
か
0け
る
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
76
惆
悵
心
思
滑
臺
北
惆
悵
た
る
心
思
滑
臺
の
北
滿
杯
濃
酒
與
愁
和
滿
杯
の
濃
酒
愁
ひ
と
和
す
（
大
意
）
三
國
魏
の
で
あ
る
に
、
れ
立
っ
て
久
し
く
游
び
、
ま
た
君
の
官
舍
に
は
幾
も
泊
め
て
も
ら
っ
た
。
長
安
出
發
の
時
に
は
、
大
路
に
柳
が
枝
を
垂
れ
て
い
た
が
、
長
安
に
歸
る
今
は
、
枯
れ
た
白
が
河
の
兩
岸
を
蔽
っ
て
い
る
。
君
の
作
り
立
て
の
詩
を
、
思
わ
ず
千
回
も
口
ず
さ
み
、
ろ
な
自
分
の
顏
を
覗
こ
う
と
、
古
び
た
鏡
を
何
度
も
	き
な
お
し
た
。
名
殘
を
惜
し
む
悲
し
い
思
い
が
、
君
の
い
る
滑
臺
の
北
（
魏

）
に
惹
か
れ
て
ゆ
く
。
か
く
な
る
上
は
滿
杯
の
酒
を
、
私
の
愁
い
と
共
に
飮
み
下
す
し
か
あ
る
ま
い
。
の
詩
は
、
賈
島
が
魏

か
ら
長
安
へ
の
歸
に
つ
い
た
後
に
、
姚
合
が
っ
て
寄
せ
た
詩
で
あ
る
。
喜
賈
島
至
姚
合
布
懸
蹇
驢
布

蹇
驢
に
懸
け
千
里
到
貧
居
千
里
貧
居
に
到
る
飮
酒
誰
堪

酒
を
飮
め
ば
誰
か
ふ
に
堪
へ
ん
留
詩
自
與
書
詩
を
留
め
て
自 みづ
から
與 た
めに
書
す
愛
眠
知
不
醉
眠
る
を
愛
し
て
醉
は
ざ
る
を
知
ら
ん
や
省
語
似
相
疏
語
を
省 は
ぶけ
ば
相
ひ
疏
な
る
に
似
た
り
軍
吏
衣
裳
窄
軍
吏
衣
裳
窄
し
應
暗
笑
余
た
應
に
暗
か
に
余
を
笑
ふ
べ
し
（
大
意
）
君
は
痩
せ
た
驢
馬
の
背
中
に
布
を
挂
け
て
、
千
里
は
る
ば
る
魏


な
る
我
が
陋
屋
に
や
っ
て
き
た
。
共
に
酒
を
飮
む
の
に
、
誰
が
君
の
代
わ
り
が
務
ま
ろ
う
か
。
君
は
詩
を
紙
に
書
き
留
め
て
、
私
の
た
め
に
殘
し
て
く
れ
た
。
眠
く
な
れ
ば
寢
て
し
ま
う
の
で
、
何
時
し
ら
ふ
で
い
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
君
と
心
が
じ
合
う
の
で
、
言
を
交
わ
す
こ
と
な
く
、
殆
ど
疎
な
仲
に
見
え
た
だ
ろ
う
。
自
分
は
、
度
使
に
仕
え
る
武
官
ゆ
え
、
窮
屈
な
軍
を
身
に
ま
と
う
。
そ
れ
を
君
は
、
き
っ
と
心
ひ
そ
か
に
笑
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
應
暗
笑
余
」
の
遜
の
語
は
、
正
規
の
官
職
で
は
な
い
職
、
し
か
も
文
官
で
は
な
く
軍
を
身
に
ま
と
う
武
官
で
あ
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
に
對
す
る
賈
島
の
事
が
、
の
詩
で
あ
る
。
第
七
句
「
不
覺
入
關
」
を
見
る
と
、
姚
合
の
「
喜
賈
島
至
」
詩
が
先
に
長
安
の
賈
島
の
留
守
先
に
屆
き
、
賈
島
は
歸
京
（
入
關
）
後
に
こ
の
詩
を
讀
ん
で
、
の「
酬
姚
校
書
」詩
を
し
た
も
の
と
指
定
さ
れ
る
。
酬
姚
校
書

賈
島
因
貧
行



貧
に
因
り
て

を
行
き
友
を
招
く
姚
合
（
松
原
）
77
得
見
舊
交


舊
き
交
を
見
る
を
得
た
り
美
酒
易
傾
盡
美
酒
傾
け
盡
く
し
易
き
も
好
詩
卒
酬
好
詩
卒 に
はか
に
は
酬
い
し
公
堂
共
到
公
堂
に
共
に
到
り
私
第
夜
相
留
私
第
夜
に
相
ひ
留
ま
る
不
覺
入
關

覺
え
ず
關
に
入
る
こ
と
し
別
來
林
木
秋
別
來
林
木
秋
な
り
（
大
意
）
貧
乏
な
自
分
は
、
仕
方
な
く
就
職
の
た
め
に
く
し
て
來
た
が
、
そ
こ
で
	友
の

か
い
持
て
し
を
受
け
た
。
美
酒
は
、
飮
み
乾
す
の
は
た
や
す
い
が
、
君
の
好
詩
は
、
す
ぐ
に
唱
和
で
き
る
よ
う
な
代
物
で
は
な
い
。
役

に
は
、
一
に
出
か
け
、
寓
居
に
は
、
一
に
泊
ま
り
ん
で
、
交
の
限
り
を
盡
く
し
た
も
の
だ
。
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
に
、
長
安
に
歸
り
く
の
が
く
な
っ
た
。
君
と
別
れ
て
か
ら
、
木
々
に
は
も
う

が
ん
で
い
る
。
こ
の
詩
に
し
、
姚
賈
の
初
期
交
に
つ
い
て
、
三
つ
の
確
を
し
て
お
こ
う
。
第
一
に
、
「
得
見
舊
交

」
の
句
に
よ
っ
て
、
賈
島
の
魏
訪
問
の
以
、
す
な
わ
ち
長
安
で
共
に
應
試
を
目
指
し
て
浪
人
生
活
を
っ
て
い
る
時
に
、
兩
が
す
で
に
交
關
係
に
あ
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
「
因
貧
行

」
か
ら
、
賈
島
の
魏
訪
問
が
職
を
得
よ
う
と
す
る
求
官
活
動
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
。
科
の
合
格
が
無
く
と
も
、
度
使
の
職
に
就
く
こ
と
は
で
き
た
。
そ
し
て
姚
合
は
友
人
賈
島
の
た
め
に
、
そ
の
就
職
の
斡
旋
を
買
っ
て
出
た
可
能
性
が
高
い
。
結
果
は
不
首
尾
に
わ
っ
た
わ
け
だ
が
。
第
三
に
、
詩
題
の「
酬
姚
校
書
」か
ら
、
こ
の
時
の
姚
合
が
試
校
書
 の
中
央
官
の
官
銜
を
帶
び
て
、
魏

度
使
從
事
に
在
任
し
て
い
た
こ
と
。
す
な
わ
ち
校
書
 は
、
名
義
!職
位
で
あ
っ
て
、
實
際
に
祕
書
省
校
書
 の
職
務
に
就
い
た
の
で
は
な
い
。
二
武
功
縣


姚
合
と
賈
島
と
の
交
は
、
そ
の
後
も
繼
續
さ
れ
る
。
姚
合
は
元
和
十
五
年
"に
魏

度
使
從
事
を
辭
任
し
て
、
秋
に
は
歸
京
し
、
#年
ば
か
り
長
安
で
$の
任
官
を
待
っ
た
。
長
慶
元
年
821春
に
武
功
縣
%
&（
正
從
九
品
上
）
に
任
命
さ
れ
、
二
年
後
の
長
慶
三
年
春
ま
で
在
任
し
た
。
こ
の
武
功
縣
%
&の
時
代
は
、
姚
合
が
武
功
體
と
よ
ば
れ
る
獨
自
の
作
風
を
確
立
し
た
點
で
、
重
'な
時
代
と
な
っ
た
。
姚
合
を
、
最
官
（
祕
書
少
監
）
に
よ
っ
て
姚
少
監
と
呼
ぶ
の
は
自
然
と
し
て
も
、
こ
の
初
期
の
小
官
を
も
っ
て
姚
武
功
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
の
は
、
(代
の
姚
合
文
學
の
)價
を
象
*
!に
示
す
も
の
で
あ
る
（
３
）。
武
功
體
の
典
型
!作
例
と
し
て
、
$の
詩
を
讀
み
た
い
。
武
功
縣
中
作
三
十
首
其
一
姚
合
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
78
縣
去



縣
は

を
去
る
こ
と
く
爲
官
與
隱
齊
官
と
爲
る
も
隱
と
齊
し
馬
隨
山
鹿
放
馬
は
山
鹿
に
隨
ひ
て
放
た
れ
雜
野
禽
棲
は
野
禽
に
雜
り
て
棲
む
遶
舍
惟
架
舍
を
遶
る
は
惟
だ
架
階
是
藥
畦
階
を
す
は
是
れ
藥
畦
更
師
叔
夜
更
に
叔
夜
を
師
と
す
る
も
不
擬
作
書
題
書
を
作
り
て
題
す
る
を
擬
せ
ず
（
大
意
）
武
功
縣
は
、

長
安
か
ら
く
、
官
と
な
っ
て
も
隱
	と
同
じ
だ
。
馬
は
山
鹿
の
群
れ
の
中
に
放
た
れ
、
は
、
野
鳥
と
一

に
わ
れ
て
い
る
。
官
舍
の
り
は
、

。
階
ま
で
び
る
の
は
、
藥
畦
。
康
先
生
に
仕
え
て
は
い
る
が
、
か
の
「
山
源
に
與
へ
て
交
す
る
の
書
」
の
よ
う
な
俗
物
に
交
を
申
し
渡
す
手
紙
を
書
く
の
は
億
劫
な
の
だ
。
姚
合
の
い
わ
ゆ
る
武
功
體
の
特
に
つ
い
て
、
蒋
寅
氏
は
こ
の
「
武
功
縣
中
作
三
十
首
」
の
其
一
に
し
つ
つ
、
四
點
「
縣
地
僻
」
「
居
官
似
隱
」「
種

生
」「
生
活
懶
散
」
に
整
理
す
る
。
そ
れ
は
す
る
に
、
世
界
の
中
心
か
ら

い
邊
鄙
な
小
縣
に
お
い
て
、
官
に
在
っ
て
も
隱
	の
よ
う
に
振
る
い
、

を
育
て
て
は
病
身
を
氣
っ
て
、
生
活
は
至
っ
て
の
ん
び
り
氣
儘
、
そ
の
よ
う
な
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
人
と
し
て
自
己
を
く
文
學
な
の
で
あ
る
（
４
）。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
姚
合
が
事
實
そ
れ
ほ
ど
に
病
で
、

も
嬰
 で
あ
っ
た
と
考
え
る
必
は
な
い
。
武
功
縣
!
"と
な
る
直
#に
、
彼
は
魏
$
%度
使
の
僚
佐
（
從
事
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
期
に
は
憂
國
憂
民
の
思
い
を
吐
露
す
る
威
勢
の
良
い
從
軍
詩
を
作
っ
て
も
い
た
（
５
）。
ま
た
姚
合
が
就
い
た
畿
縣
で
あ
る
武
功
縣
!
"が
、
人
も
鄙
し
む
よ
う
な
小
官
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
武
功
體
の
文
學
は
、
生
活
の
直
接
 な
反
映
な
の
で
は
な
く
、
姚
合
の
美
學
の
反
映
と
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
姚
合
が
!
"と
な
っ
た
武
功
縣
は
、
長
安
か
ら
&八
十
キ
ロ
の
西
、
渭
水
の
北
岸
に
沿
っ
て
、
馬
嵬
を
經
て
さ
ら
に
西
に
行
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
姚
合
は
、
こ
こ
が
長
安
か
ら
比
較
 
'い
縣
で
あ
る
こ
と
も
手
傳
っ
て
、
朱
慶
餘
・
殷
堯
(ら
友
人
を
招
き
（
６
）、
彼
ら
は
そ
の
武
功
の
地
で
、
姚
合
の
顰
み
に
倣
っ
て
、
武
功
體
の
風
味
を
持
つ
詩
を
書
き
殘
し
て
い
る
（
７
）。
賈
島
に
は
、
武
功
縣
で
作
ら
れ
た
詩
が
殘
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
左
記
の
詩
か
ら
、
武
功
縣
を
訪
ね
た
こ
と
は
確
實
と
思
わ
れ
る
。
寄
武
功
姚
!
"
賈
島
居
枕
江
沱
北
、
)懸
渭
曲
西
。
數
*曾
+見
、
幾
處
得
書
披
。
友
を
招
く
姚
合
（
松
原
）
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「
驛
路
穿
阪
、
公
田
帶
淤
泥
。
靜
棋
功
奧
妙
、
作
韻
淒
。
鋤
留
叢
藥
、
山
上
石
梯
。
客
迴
河
水
漲
、
風
夕
陽
低
。
空
地
苔
井
、
孤
村
火
	溪
。
卷
簾



、
印
子
規
啼
。
隴
色
澄
秋
、
邊
聲
入
戰
」。會
須
縣
去
、
況
是
招
攜
。
（
大
意
）
長
江
の
北
に
寢
し
て
い
る
が
、
心
は
君
の
い
る
渭
水
の
西
に
向
か
っ
て
い
る
。
幾
も
、
君
を
に
見
た
し
、
行
く
先
々
で
君
か
ら
の
手
紙
を
讀
む
こ
と
に
な
っ
た
。
街
は
野
の
丘
を
け
て
引
び
、
官
田
は
濕
地
に
廣
が
っ
て
い
る
。
靜
か
に
碁
を
圍
む
と
き
、
そ
の
差
し
手
は
奧
妙
で
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
詩
を
作
る
と
き
、
そ
の
べ
は
悲
し
い
に
も
美
し
い
。
を
刈
っ
て
、

を
守
り
、
山
を
ね
て
石
段
を
登
る
。
客
人
が
歸
に
就
く
頃
に
、
渡
る
川
は
水
か
さ
を
し
、
風
が
吹
き
こ
る
頃
に
、
夕
日
は
沈
も
う
と
す
る
。
空
き
地
で
は
、
苔
が
井
ま
で
廣
が
り
、
小
さ
な
村
は
、
そ
の
燈
が
川
の
向
こ
う
に
見
え
る
。
す
だ
れ
を
卷
こ
う
と
窓
邊
に
出
る
と
、
モ
ミ
ジ
が
ち
か
か
り
、
官
印
を
仕
お
う
と
す
る
時
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
鳴
く
。
隴
山
の
景
色
に
、
秋
の
が
輝
き
、
邊
境
の
氣
配
に
、
陣
太
鼓
が
く
。
そ
ん
な
君
の
い
る
武
功
縣
を
、
き
っ
と
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
い
。
い
わ
ん
や
こ
う
何
度
も
招
待
を
受
け
て
い
る
の
だ
か
ら
。
こ
の
詩
に
據
れ
ば
、
賈
島
は
こ
の
時
、
長
安
を
離
れ
て
長
江
の
北
岸
あ
た
り
（
江
沱
北
）
を
行
中
で
あ
り
、
武
功
縣
に
赴
任
し
て
い
た
姚
合
か
ら
何
度
も
招
待
を
受
け
て
、
訪
問
を
束
し
た
。
中
の
大
部
分
を
占
め
る
第
五
句
「
驛
路
穿
阪
」
か
ら
十
八
句
「
邊
聲
入
戰
」
ま
で
の
十
四
句
は
、
武
功
縣
を
 く
が
、
こ
れ
は
姚
合
が
賈
島
に
寄
せ
た
詩
（
!
"「
武
功
縣
中
作
三
十
首
」
等
か
）
に
 く
武
功
の
光
景
を
復
唱
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
姚
合
は
、
こ
の
賈
島
の
場
合
に
限
ら
ず
、
詩
友
を
招
く
時
に
は
、
#ら
く
任
地
武
功
縣
の
樣
子
を
努
め
て
魅
力
$に
詩
に
 い
て
誘
っ
た
の
で
あ
る
※
。
※
賈
島
の
武
功
縣
訪
問
は
、
朱
慶
餘
と
一
%だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
左
記
の
朱
慶
餘
の
詩
が
、
そ
れ
を
推
測
さ
せ
る
（
８
）。
鳳
&は
、
岐
山
の
麓
、
武
功
縣
か
ら
は
西
百
キ
ロ
に
あ
る
。
鳳
&西
池
與
賈
'島
'
(涼
朱
慶
餘
四
面
無
炎
氣
、
池
闊
復
深
。
蝶
飛
逢

)、
魚
戲
見
人
*。
拂
石
安
+
,、
移
床
-樹
陰
。
幾
迴
同
到
此
、
盡
日
得
吟
。
姚
合
は
、
友
人
を
自
分
の
任
地
に
招
く
こ
と
を
樂
し
み
と
す
る
、
.
交
$な
人
物
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
韓
愈
の
場
合
の
よ
う
な
/い
0張
を
"げ
て
自
分
の
共
鳴
1を
2る
領
袖
の
よ
う
な
振
る
い
と
は
3な
っ
て
い
た
。
姚
合
自
身
は
年
齡
も
官
4も
5位
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
友
人
と
し
て
の
水
6
$な
關
係
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
に
し
て
も
殊
更
に
詩
友
を
は
る
ば
る
と
任
地
ま
で
招
い
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
80
て
接
待
す
る
に
至
っ
て
は
、
單
な
る
交
好
き
の
枠
を
越
え
て
、
姚
合
に
特
別
な
趣
味
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
振
り
れ
ば
、
か
つ
て
姚
合
が
賈
島
を
任
地
の
魏
に
招
い
た
の
は
、
そ
の
後
の
姚
合
の
振
る
い
の
原
型
を
作
っ
た
と
い
う
點
で
、
重
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
姚
合
は
、
自
分
の
赴
任
先
の
官
舍
に
友
人
を
招
き
、
そ
こ
で
文
の
交
わ
り
を
結
ぶ
こ
と
の
喜
び
を
知
り
、
長
安
か
ら
余
り
	く
な
い
武
功
縣
の


と
な
っ
た
時
に
、
早
そ
れ
を
實
行
に
移
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
友
人
を
、
そ
れ
を
目
と
し
て
自
分
の
任
地
に
招
待
す
る
こ
と
は
、
詩
の
中
で
は
必
ず
し
も
常
見
の
こ
と
で
は
な
い
。
多
く
は
、
行
の
中
で
友
人
の
任
地
を
り
か
か
り
、
つ
い
で
に
立
ち
寄
る
度
で
あ
る
（
９
）。
三
萬
年
縣
少
尉
長
慶
三
年
の
春
、
姚
合
は
武
功
縣


を
罷
め
、
そ
の
年
の
秋
に
萬
年
縣
尉
（
從
八
品
下
）に
就
任
し
、
二
年
後
の
長
慶
五
年
の
秋
ま
で
め
て
い
る
（
）。
萬
年
縣
は
、
朱
雀
大
街
を
以
て
二
分
さ
れ
る
長
安
の
東
分
を
管

す
る
縣
で
、
政
廳
は
、
東
市
の
西
に
接
し
た
宣
陽
坊
に
あ
る
。
言
わ
ば
心
の
務
地
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
姚
合
は
一
氣
樂
に
、
友
人
た
ち
を
呼
び
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
官
舍
（
縣
齋
）
は
、
賈
島
の
「
宿
姚
少
府
北
齋
」
詩
（
後
）
の
頷
聯
「
鳥
吏
歸
後
、
蛩
嗚
客
臥
時
」
に
よ
れ
ば
、
政
廳
と
一
體
の
も
の
で
あ
っ
た
。
萬
年
縣
の
官
舍
に
最
も
多
く
の
參
加
が
集
ま
っ
た
の
は
、
の
朱
慶
餘
の
詩
が
記
す
、
賈
島
・
非
熊
・
無
可
、
そ
れ
に
朱
慶
餘
と
、


人
の
姚
合
を
加
え
た
五
人
が
一
堂
に
會
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
は
、
殷
堯
に
も
姚
合
の
誘
い
が
あ
っ
た
が
、
病
氣
で
缺
席
と
な
っ
た
ら
し
い
。
な
お
こ
う
し
た
夜
會
は
、
一
 の
宿
泊
を
!提
と
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
、「

"坐
」「
漏
聲
殘
」
の
語
句
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
與
賈
島
非
熊
無
可
上
人
宿
萬
年
姚
少
府
宅
朱
慶
餘
莫
厭

"坐
厭
ふ
莫
か
れ
"を
じ
て
坐
す
る
を
貧
中
會
聚
#
貧
中
會
聚
す
る
こ
と
#し
堂
$
%氣
入
堂
$し
く
し
て
%氣
入
り
燈
在
漏
聲
殘
燈
在
る
も
漏
聲
殘 そこ
なは
る
役
思
殷
生
病
思
を
役
し
て
殷
生
（
殷
堯
）病
め
り
當
禪
豈
覺
&
禪
に
當
た
り
て
豈
に
&き
を
覺
え
ん
開
門
各
有
事
門
を
開
け
ば
各
お
の
事
有
り
非
不
惜
餘
歡
餘
歡
を
惜
し
ま
ざ
る
に
非
ざ
る
な
り
（
大
意
）
夜
し
の
坐
禪
を
、
覺
悟
し
よ
う
で
は
な
い
か
。
貧
乏
'ら
し
の
中
、
友
を
招
く
姚
合
（
松
原
）
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こ
う
し
て
時
を
工
面
し
て
顏
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
容
易
で
は
な
い
の
だ
。
客
は
が
ら
ん
と
し
て
、
の
さ
が
び
み
、
燈
火
は
燃
え
續
け
て
い
る
が
、
水
時
計
の
は
夜
が
盡
き
る
の
を
げ
る
。
殷
堯
	は
、

經
症
を
患
っ
て
來
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
集
う
我
等
は
、
せ
め
て
さ
を
れ
て
坐
禪
を
組
も
う
。
明
、
門
を
出
れ
ば
、
お
の
お
の
や
る
こ
と
が
あ
る
。
名
殘
を
惜
し
み
た
く
と
も
、
こ
れ
ば
か
り
は
し
方
な
い
の
だ
。
に
、
萬
年
縣
の
官
舍
に
集
會
し
た
彼
ら
の
筆
下
に
、
萬
年
縣
の
官
舍
が
如
何
に
か
れ
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
目
は
、
武

功
體
の
詩
人
で
あ
る
姚
合
の
美
學
が
、
彼
ら
の
で
共
有
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
ま
ず
姚
合
自
身
の
作
。
萬
年
縣
中
雨
夜
會
宿
寄
皇
甫
甸
姚
合
縣
齋
寂
寞
縣
齋
た
寂
寞
夕
雨
洗
苔
夕
雨
苔
を
洗
へ
り
氣
燈
潤
氣
燈
か
に
潤
ほ
い
聲
竹
共
來
聲
竹
と
共
に
來
た
る
蟲
移
上
階

蟲
移
り
て
階
に
上
り
て
づ
き
客
到
門
迴
客
ち
て
門
に
到
り
て
迴 か
へ
る
想
得
吟
詩
處
想
ひ
得
た
り
き
み
の
詩
を
吟
ず
る
處
唯
應
對
酒
杯
唯
だ
應
に
酒
杯
に
對
す
な
る
べ
し
（
大
意
）
萬
年
縣
の
官
舍
（
縣
齋
）
は
、
や
は
り
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
て
、
夜
の
雨
が
い
苔
に
っ
て
い
る
。
す
が
す
が
し
い
氣
配
に
、
燈
火
も
心
な
し
か
濕
い
、
冷
た
い
き
が
、
竹
の
そ
よ
ぎ
と
共
に
聞
こ
え
て
く
る
。
蟲
は
、
き
ざ
は
し
を
登
っ
て
寄
っ
て
き
た
。
客
は
、
人
の
訪
れ
を
氣
っ
て
、
庭
先
を
門
ま
で
い
て
っ
て
き
た
。
皇
甫
甸
よ
、
君
の
こ
と
を
思
い
か
べ
て
い
る
。
君
が
詩
を
吟
ず
る
時
、
き
っ
と
酒
と
向
か
い
合
っ
て
い
る
に
い
な
い
の
だ
。
こ
こ
で
姚
合
は
、
長
安
 の
中
央
に
あ
る
萬
年
縣
の
官
舍
を
、
さ
な
が
ら
邊
鄙
な
村
里
の
一
角
の
よ
う
に
き
出
す
。「
縣
齋
寂
寞
」、
こ
こ
の
「
」
の
助
字
は
、
事
態
の
繼
續
を
意
味
し
、
「
こ
こ
萬
年
縣
の
縣
齋
も
、
や
は
り
以
!の
縣
齋
と
同
じ
よ
う
に
、
寂
寞
と
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
姚
合
の
知
っ
て
い
る
縣
齋
は
、
武
功
縣
以
外
に
な
い
、
そ
の
武
功
縣
の
縣
齋
の
よ
う
に
寂
寞
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
句
か
ら
第
六
句
ま
で
は
、
そ
の
縣
齋
の
寂
寞
を
き
出
す
。
例
え
ば
、
夜
雨
が
苔
を
濡
ら
す
。
苔
と
は
、
詩
の
中
で
は
決
ま
っ
て
、
人
の
訪
れ
の
"え
た
寂
し
い
世
界
の
一
角
を
填
め
る
景
物
で
あ
る
こ
と
は
、
言
う
を
待
た
な
い
。
こ
の
詩
を
讀
む
#は
、
詩
題
の「
萬
年
縣
中
」の
$明
が
な
け
れ
ば
、
%臺
が
大
明
宮
と
東
市
を

に
控
え
た
長
安
の
街
&の
眞
ん
中
で
あ
る
と
は
、
想
像
も
で
き
な
い
。
讀
#が
そ
の
よ
う
に
こ
の
詩
を
讀
む
時
、
姚
合
は
、
彼
の
目
'
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
82
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
眼
の
屆
く
あ
ら
ゆ
る
光
景
を
、
假
に
そ
れ
が
長
安
の
中
心
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
世
界
の
邊
鄙
な
片
隅
に
布
置
す
る
こ
と
と
、
こ
れ
が
姚
合
の
文
學
の
美
學
で
あ
り
、
武
功
縣

の
時
代
に
彼
が
完
し
た「
武
功
體
」の
特
な
の
で
あ
る
。
こ
の
姚
合
の
詩
と
同
座
の
作
と
推
定
さ
れ
る
の
が
、
の
賈
島
の
詩
。
姚
合
詩
と
同
韻
の
五
言
律
詩
で
あ
り
、
詩
友
と
集
會
同
座
の

	況
の
中
で
、
秋
の
夜
雨
を
詠
じ
、
不
在
の
友
人
を
思
っ
て
作
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。
こ
の
推
測
の

り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
姚
合
・
賈
島
以
外
に
、
こ
の
時
玄
も
同
席
し
て
い
た
。
な
お
皇
甫
荀
は
、
賈
島
に
は
別
に
「
題
皇
甫
荀
田
廳
」
詩
も
あ
る
。
姚
合
詩
の
「
皇
甫
甸
」
は
、
「
皇
甫
荀
」
の
魯
魚
の
譌
り
で
あ
ろ
う
。
雨
夜
同
玄
懷
皇
甫
荀
賈
島
桐
竹
遶
庭
匝
桐
竹
庭
を
遶
り
て
匝
り
雨
多
風
更
吹
雨
多
く
し
て
風
も
更
に
吹
く
如
舊
山
夜
た
舊
山
の
夜
に
臥
聽
瀑
泉
時
臥
し
て
瀑
泉
を
聽
く
時
の
如
し
磧
雁
來
期

磧
雁
來
期
く
秋
鐘
到
遲
秋
鐘
に
到
る
こ
と
遲
し
西
吟
客
西
吟
の
客
を
中
夕
話
思
中
夕
話
り
て
ね
て
思
ふ
（
大
意
）
桐
と
竹
は
、
庭
の
り
を
取
り
圍
み
、
雨
が
り
し
き
る
中
、
風
も
吹
き
つ
の
る
。
故
の
夜
、
伏
し
て
瀧
の
水
お
と
を
聞
い
た
か
つ
て
の
時
を
思
い
出
す
。
北
の
雁
は
、
そ
ろ
そ
ろ
や
っ
て
來
る
だ
ろ
う
。
秋
の
鐘
の
は
、
の
中
に
く
か
ら
く
。
疎
水
の
西
に
む
吟
の
詩
人
、
君
の
こ
と
を
、
わ
れ
ら
は
夜
の
更
け
る
ま
で
語
り
合
い
、
そ
し
て
懷
か
し
ん
で
い
る
の
だ
。
賈
島
か
ら
、
も
う
一
首
。
宿
姚
少
府
北
齋
賈
島
石
溪
同
夜
泛
石
溪
同
じ
く
夜
に
泛
び
復
此
北
齋
期
復
た
此
に
北
齋
に
期
す
鳥
吏
歸
後
鳥
は
ゆ
吏
の
歸
り
し
後
蛩
嗚
客
臥
時
蛩
は
嗚
く
客
の
臥
せ
し
時

涼
雨
細
を
せ
ば
涼
雨
細
や
か
に
開
印
鐘
遲
印
を
開
け
ば
鐘
遲
し
憶
此
川
岸
憶
ふ
此
の
川
の
岸
如
今
是
別
離
如
今
是
れ
別
離
な
る
を
（
大
意
）
韓
愈
の
南
の
別
 の
南
溪
で
は
一
!に
舟
に
乘
り
、
そ
し
て
い
ま
友
を
招
く
姚
合
（
松
原
）
83
は
君
の
萬
年
縣
の
官
舍
の
北
齋
を
束
り
訪
ね
る
。
役
人
が
歸
っ
た
後
に
、
鳥
は
鳴
き
止
み
、
客
人
が
臥
に
付
く
時
に
、
秋
の
蟲
は
り
に
鳴
く
。
夜
に
門
を
閉
め
る
頃
お
い
、
涼
し
い
雨
が
し
っ
と
り
と
り
、
君
が
官
印
を
取
り
出
し
て
務
に
就
く
頃
お
い
、
夜
明
け
の
鐘
の
	が
ゆ
っ
く
り
と
聞
こ
え
て
く
る
。
思
い
出
す
の
は
、
か
つ
て

川
の
岸
邊
で
君
と
ご
し
た
懷
か
し
い
時
。
只
今
、
君
と
別
れ
る
の
だ
。
「
復
此
北
齋
期
」と
は
、
姚
合
か
ら
誘
い
が
あ
っ
て
、
そ
の
束
を

え
ず
に
官
舍
の
北
齋
を
訪
ね
た
こ
と
を
言
う
。「
憶
此

川
岸
」と
は
、
か
つ
て
魏
從
事
の
姚
合
を
訪
ね
た
時
、
二
人
で
魏
（
）
を
漫

し
た
こ
と
の
回
想
。
魏
の
南
を
、

川
が
流
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
一
帶
は
、
曹
丕
が
、
建
安
の
文
人
た
ち
と
交
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
こ
の
詩
の
臺
と
な
っ
た
萬
年
縣
の
縣
衙
が
あ
る
長
安

の
宣
陽
坊
は
、

な
東
市
の
す
ぐ
西
に
位
置
し
、
大
明
宮
も
い
た
め
に
、
顯
貴
の
た
ち
が
家
を
ね
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
詩
を
讀
む
限
り
、
特
に
頷
聯
「
鳥
吏
歸
後
、
蛩
嗚
客
臥
時
」
等
は
、
そ
れ
が
の
一
角
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
も
の
は
な
く
、
邊
鄙
な
武
功
縣
の
縣
齋
を
い
た
詩
句
と
別
が
付
か
な
い
。
こ
の
樣
な
寫
の
趣
向
は
、
賈
島
自
身
の
も
の
と
言
う
よ
り
も
、
姚
合
の
趣
味
に
寄
り
添
っ
た
も
の
と
斷
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
武
功
體
の
何
た
る
か
を
確
 す
る
、
好
材
料
で
あ
る
。
四
金
州
刺
史
以
上
!べ
た
よ
う
に
、
姚
賈
の
初
期
交
は
、
姚
合
が
、
賈
島
を
自
分
の
任
地
（
魏

"・
武
功
縣
・
萬
年
縣
）
の
官
舍
に
招
く
、
と
い
う
形
で
續
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
、
姚
合
が
京
官
と
し
て
長
安
に
務
す
る
時
期
に
は
、
互
い
に
自
宅
に
招
く
な
ど
親
密
な
關
係
が
續
く
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
六
#に
$單
に
整
理
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
%愛
す
る
。
以
下
、
姚
合
が
金
州
刺
史
・
杭
州
刺
史
と
し
て
&地
に
赴
任
し
た
時
に
（
'）、
賈
島
を
任
地
に
招
待
し
て
い
た
こ
と
を
、
重
點
(に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
姚
合
が
)部
員
外
*（
從
六
品
上
）
か
ら
金
州
刺
史
に
轉
じ
た
の
は
、
大
和
六
年
（
八
三
二
）
秋
。
在
任
は
+年
秋
ま
で
の
、
實
質
一
年
で
あ
る
。
金
州
（
陝
西
省
安
康
市
）
は
、
,中
盆
地
の
中
心
に
位
置
す
る
。
刺
史
は
、
地
方
の
大
官
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
姚
合
は
十
分
に
榮
-し
て
い
た
。
姚
合
は
、
金
州
に
.任
す
る
と
、
例
に
よ
っ
て
知
友
た
ち
を
任
地
に
招
待
し
た
。
金
州
書
事
寄
山
中
舊
友
姚
合
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
84
安
康
雖
好
郡
安
康
（
金
州
）
好
郡
な
り
と
雖
も
刺
史
是


刺
史
は
是
れ

か
ん

買
酒

飮
酒
を
買
ひ
て

飮
み
吟
詩
一
室
空
詩
を
吟
じ
て
一
室
空
し
自
知
爲
政
拙
自
ら
爲
政
の
拙
な
き
を
知
る
も
衆
亦
覺
心
公
衆
も
亦
た
わ
が
心
の
公
な
る
を
覺 し
る
親
事
星
河
在
事
を
親
し
く
す
る
こ
と
星
河
在
り
憂
人
骨
肉
同
人
を
憂
ふ
る
こ
と
骨
肉
に
同
じ
書
嵐
色
裏
書
嵐
色
の
裏
鼓
角
水
聲
中
鼓
角
水
聲
の
中
井
邑
州
接
井
邑
州
に
接
し
帆
檣
路
	
帆
檣
路
に
	ず
野
亭

帶
霧
野
亭

る
る
も
霧
を
帶
び
竹
寺
多
風
竹
寺
な
る
も
風
多
し
漑
稻
長
川
白
稻
に
漑
ぎ
て
長
川
白
く
燒
林
岫
紅
林
を
燒
き
て
岫
紅
し
舊
山
期
已
失
舊
山
期
已
に
失
へ
り

思
何
窮

思
ひ
何
ぞ
窮
ま
ら
ん
林
下
無
相
笑
林
下
相
ひ
笑
ふ
も
の
無
し
男
兒
五
馬
雄
男
兒
五
馬
雄
な
り
（
大
意
）
金
州
は
、
立
な
郡
だ
が
、
刺
史
の
自
分
は
、
無
能
な
年
寄
り
だ
。
酒
を
買
っ
て
、
日
が
な
一
日
飮
み
續
け
、
詩
を
作
っ
て
は
、
部
屋
は
空
っ
ぽ
で
え
も
な
い
。
自
分
で
も
政
治
が
下
手
と
承
知
だ
が
、
民
は
、
自
分
に
私
欲
な
い
の
を
分
か
っ
て
く
れ
る
。
大
事
な
こ
と
は
人
任
せ
に
せ
ず
、
公
明
正
大
。
人
の

を
心
配
す
る
の
は
、
骨
肉
の
身
と
同
じ
だ
。
事
務
の
文
書
は
、
山
の
氣
配
の
中
に
積
ま
れ
、
鼓
角
の
軍
樂
は
、
川
の
中
に
く
。
村
里
は

に
接
し
、
帆
は
、
水
を
下
っ
て
に
	じ
る
。
野
面
の
亭
は
、

れ
て
た
日
で
も
穩
や
か
に
靄
が
か
か
り
、
竹
林
の
中
の
寺
は
、
な
の
に
涼
風
が
吹
き

け
る
。
稻
田
に
水
を
灌
ぐ
の
を
見
れ
ば
、
川
面
は
白
く
輝
き
、
林
を
野
燒
き
す
れ
ば
、
山
の
端
が
赤
く
見
え
る
。
故
に
歸
る
こ
と
は
、
期
待
で
き
ず
、
隱
遁
の
思
い
は
、
る
ば
か
り
だ
。
園
林
の
中
に
い
て
も
、
共
に
談
笑
す
る
友
が
い
な
い
。
自
分
は
、
五
頭
の
馬
に
馬
車
を
牽
か
せ
る
大
官
と
な
っ
た
が
、
我
が
身
の
孤
獨
を
か
こ
つ
有
樣
だ
。
こ
の
詩
の
目
點
を
確
す
れ
ば
、
第
一
に
、
こ
こ
で
も
や
は
り
姚
合
は
、
自
分
の
任
地
に
友
人
た
ち
を
誘
っ
て
い
る
こ
と
。
金
州
は
、
秦
嶺
山
を
 て
て
長
安
と
!接
し
（
「
井
邑
州
接
」
）、
賈
島
ら
、
詩
の
世
界
に
"ま
う
友
人
（「
山
中
舊
友
」）
た
ち
に
來
訪
を
呼
掛
け
や
す
か
っ
た
。
姚
合
か
ら
の
誘
い
を
承
け
て
、
長
安
の
詩
友
た
ち
は
、
積
極
#に
反
應
し
て
い
る
（
後
$）。
第
二
に
、
武
%功
%體
%の
%文
%學
%を
こ
こ
で
も
作
っ
て
い
る
こ
と
。
「
安
康
友
を
招
く
姚
合
（
松
原
）
85
雖
好
郡
、
刺
史
是

。
買
酒

飮
、
吟
詩
一
室
空
」
の
部
分
で
、
怠
惰
な
無
能
と
し
て
の
自
畫
像
を
き
出
す
こ
と
は
、
武
功
體
の
典
型
な
手
法
で
あ
る
。
ま
た「
	書
嵐
色
裏
、
鼓
角
水
聲
中
」は
、
爲
政
の


な
任
務
で
あ
る
民
政
と
軍
政
を
、
嵐
色
（
山
林
の
氣
配
）
と
水
聲
（
川
の
せ
せ
ら
ぎ
）
と
い
う
隱
の
世
界
の
中
に
仕
い
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。「
舊
山
期
已
失
、

思
何
窮
」に
見
ら
れ
る
歸
隱
の
思
い
の
吐
露
、「
林
下
無
相
笑
」の
同
好
の
文
人
た
ち
へ
の
思
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
地
方
行
政
の
責
任
で
あ
る
刺
史
の
職
務
に
背
を
向
け
て
、
却
っ
て
邊
鄙
な
片
隅
の
人
で
あ
る
こ
と
を
演
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
無
論
こ
の
樣
な
武
功
體
の
文
學
を
作
る
こ
と
は
、
姚
合
が
刺
史
の
職
務
に
怠
慢
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は「
自
知
爲
政
拙
」と
の
遜
の
言
が
、
た
だ
ち
に「
衆
亦
覺
心
公
」と
い
う
爲
政
と
し
て
の
自
負
を
語
る
言
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た「
親
事
星
河
在
、
憂
人
骨
肉
同
」が
、
爲
政
と
し
て
の
心
え
を
べ
る
こ
と
か
ら
も
確
で
き
る
。
武
功
體
は
、
事
實
の
物
な
反
映
で
は
な
く
、
そ
れ
が
美
學
の
實
現
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
解
釋
を
ら
な
い
た
め
に
も
肝
で
あ
る
。
*
*
*
*
*
*
*
姚
合
の
仲
は
、
姚
合
の
こ
の
詩
に
よ
る
誘
い
に
對
し
て
、
例
え
ば
の
よ
う
に
武
功
體
の
手
法
を
も
っ
て
反
應
し
た
。
韻
目
こ
そ
な
る
が
、
共
に
五
言
二
十
句
の
整
然
と
し
た
排
律
で
あ
り
、
明
ら
か
に
詩
と
斷
さ
れ
る
。
姚
合
が
先
の
詩
に
い
た
金
州
の
風
景
や
生
活
が
、
こ
の
詩
に
巧
み
に
收
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
意
し
た
い
。
寄
金
州
姚
使
君
員
外
馬
戴
老
懷
 淨
!、
乞
去
守
洵
陽
。
廢
井
人
應
滿
、
空
林
虎
自
藏
。
迸
泉
疏
石
竇
、
殘
雨
發
椒
香
。
山
缺
"巴
峽
、
江
流
帶
楚
檣
。
憂
農
生
野
思
、
#廟
結
雲
裝
。
$局
松
移
影
、
聽
琴
%墮
光
。
鳥
鳴
開
郡
印
、
&去
置
禪
床
。
罷
貢
金
休
鑿
、
凌
'筍
更
長
。
(公
披
鶴
)、
高
*
+
,行
。
相
見
朱
門
-、
麾
幢
拂
.霜
。
（
大
意
）
老
い
て
は
 淨
な
生
活
を
願
い
、
/う
て
金
州
の
太
守
と
な
っ
た
。
善
政
の
結
果
、
廢
れ
た
村
に
は
人
が
集
ま
り
、
山
林
の
奧
に
に
虎
（
惡
人
）
は
0げ
去
っ
た
。
迸
る
泉
は
、
石
を
穿
ち
、
雨
上
が
り
に
は
山
椒
が
香
し
い
。
山
が
1切
れ
た
と
こ
ろ
は
巴
峽
に
"じ
、
2江
に
は
楚
の
舟
が
3か
ぶ
。
野
良
仕
事
を
見
て
回
る
と
、
の
ん
び
り
4い
だ
氣
分
に
な
り
、
寺
廟
に
參
詣
し
て
は
、
&衣
を
ま
と
う
の
だ
。
碁
を
打
ち
え
る
と
、
松
の
日
影
は
移
り
、
琴
を
聞
く
-に
、
%は
沈
む
。
鳥
が
鳴
く
に
は
、
郡
の
官
印
を
取
り
出
し
、
&が
去
る
と
、
名
殘
を
惜
し
ん
で
禪
床
を
取
り
出
す
。
金
州
は
、
國
へ
の
貢
5を
止
め
た
の
で
今
は
金
を
掘
る
こ
と
も
な
く
、
'さ
の
中
で
竹
の
子
は
伸
び
る
。
公
務
を
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
86
く
と
、
隱
の
皮
衣
を
ま
と
い
、
役
人
の
行
列
を
れ
て
高
踏
の
世
界
に
游
ぶ
。
し
か
し
長
安
の
朱
門
の
家
で
貴
殿
に
出
會
お
う
も
の
な
ら
、
夜
明
け
の
冷
氣
の
中
を
、
儀
仗
の
旗
を
押
し
立
て
て
參
す
る
大
官
な
の
だ
。
こ
の
詩
は
、
最
後
の
二
句
を
除
け
ば
、
徹
底
し
て
武
功
體
の
手
法
に
則
っ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
確
さ
れ
よ
う
。
と
り
わ
け
「
局
松
移
影
、
聽
琴
	墮
光
。
鳥
鳴
開
郡
印
、

去
置
禪
床
」
に
至
っ
て
は
、
武
功
體
美
學
の
極
と
言
っ
て
も
良
い
。
ま
た
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
詩
の「
迸
泉
疏
石
竇
、
殘
雨
發
椒
香
」の
二
句
が
、
に
げ
る
喩
鳧
が
賈
島
を
金
州
に
別
し
た
詩
の
「
溪
瀝
椒
氣
、
巖
盤
漆
陰
」
と
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
從
っ
て
、
の
よ
う
な
想
像
を
す
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ろ
う
。
姚
合
か
ら
「
金
州
書
事
寄
山
中
舊
友
」と
い
う
金
州
來
訪
を
催
す
詩
が
、
長
安
の
詩
友
た
ち
に
屆
く
。
そ
れ
を
承
け
て
詩
友
た
ち
は
一
に
集
ま
っ
て
、
詩
會
を
開
く
。
馬
戴
は「
寄
金
州
姚
使
君
員
外
」と
い
う
詩
を
作
っ
て
、

事
と
し
た
。
そ
し
て
誰
が
姚
合
の
招
き
に
應
じ
て
金
州
を
訪
ね
る
か
が
話
し
合
わ
れ
た
と
き
、
賈
島
が
自
分
が
行
く
と
名
乘
り
を
上
げ
た
。
そ
の
賈
島
に
對
し
て
、
喩
鳧
が
別
の
詩
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
賈
島
金
州
姚
員
外
喩
鳧
山
光
與
水
色
山
光
と
水
色
と
獨
此
中
深
獨
す
れ
ば
此
中
に
深
し
溪
瀝
椒
氣
溪
は
瀝 した
たる
椒
の
氣
巖
盤
漆
陰
巖
は
盤
わ
だ
か
ま
る
漆
の
陰
瀟
湘
共
去
瀟
湘
に
共
に
去
ら
ん
巫
峽
羨
先

巫
峽
先
づ
ぬ
る
を
羨
む
幾
夕
江
樓
	
幾
夕
か
江
樓
の
	
玄
暉
靜
吟
玄
暉
靜
吟
に
は
ん
（
大
意
）
山
の
景
色
と
、
川
の
景
色
と
。
君
は
ひ
と
り
し
て
、
こ
の
中
に
分
け
入
っ
て
ゆ
く
。
溪
流
は
、
山
椒
の
香
り
の
中
に
雫
を
と
し
、
岩
山
は
、
漆
の
陰
に
む
く
む
く
と
聳
え
立
つ
。
瀟
湘
の
地
に
、
い
つ
か
一
に
行
っ
て
み
た
い
。
巫
峽
を
、
君
が
先
に
訪
れ
る
る
の
が
羨
ま
し
い
。
あ
と
幾
す
れ
ば
、
君
は
江
の
り
の
樓
に
登
っ
て
	を
愛
で
、
宣
太
守
の
謝
 （
金
州
刺
史
姚
合
）
と
!れ
立
っ
て
、
靜
か
に
詩
を
吟
ず
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
？
な
お
中
盆
地
の
中
央
に
位
置
す
る
金
州
は
、
江
の
り
に
あ
る
た
め
、「
瀟
湘
」「
巫
峽
」
と
い
っ
た
長
江
沿
岸
の
イ
メ
ー
ジ
と
一
體
"
し
て
い
る
。
先
だ
っ
て
は
方
干
が
姚
合
の
金
州
赴
任
を
別
し
た
「

姚
合
員
外
赴
金
州
」
詩
に
も
、
「
樹
勢
!巴
#沒
、
江
聲
入
楚
#流
」
と
あ
る
$り
で
あ
る
。
友
を
招
く
姚
合
（
松
原
）
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五
杭
州
刺
史
姚
合
は
五
四
と
な
っ
た
大
和
八
年
（
八
三
四
）の
に
、
杭
州
刺
史
を
拜
命
し
た
。
任
は
、
年
の
春
、
離
任
は
そ
の
年
（
開
元
年
八
三
六
）
の
春
、
實
質
わ
ず
か
一
年
の
任
期
で
あ
っ
た
。
出
發
に
際
し
て
は
、
賈
島
と
劉
得
仁
が
詩
を
作
っ
て
行
し
て
い
る
（
	）。
杭
州
刺
史
と
な
っ
た
姚
合
は
、
例
の
如
く
に
、
友
人
た
ち
に
來
訪
を
呼
掛
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
武
功
縣
や
金
州
と
は

い
、
杭
州
と
も
な
る
と
、
一
箇
以
上
を
費
や
す
長
を
覺
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賈
島
は
杭
州
を
訪
問
し
て
い
る
。
賈
島
が
杭
州
に
確
か
に
赴
い
た
こ
と
は
、
杭
州
の
地
で
姚
合
と
共
に
、
殷
堯
を
別
す
る
「
殷
侍
御
赴
同
州
」
詩
を
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
す
る
（
）（
姚
合
詩
は
「
殷
堯
侍
御
赴
同
州
」）。
賈
島
は
、
こ
の
杭
州
訪
問
に
先
立
っ
て
二
篇
の
詩
を
作
っ
て
い
る
。
早
秋
寄
題
天
竺
靈
隱
寺
賈
島
峰
峰
後
寺
新
秋
、
頂
高
窗
見
沃
洲
。
人
在
定
中
聞
蟋
蟀
、
鶴
曾
棲
處
挂
猴
。
山
鐘
夜
渡
空
江
水
、
汀

生
古
石
樓
。
心
憶
懸
帆
身
未
、
謝
公
此
地
昔
年
。
寄
毘
陵
徹
公
賈
島
身
依
寺
老
、

幾
迴
看
。
早
林
霜
在
、
孤
禪
隙
殘
。
井

浪
、
鐘
與
角
聲
。
已
有
南

、
誰
言
禮

。
詩
は
、
 弼
『
三
體
詩
』
に
も
收
め
ら
れ
て
い
る
。「
寄
題
」と
は
詩
を
く
に
寄
せ
て
、
題
詩
を
依
!す
る
こ
と
。
從
っ
て
こ
の
詩
は
、
賈
島
が
杭
州
行
を
計
畫
し
（
心
憶
懸
帆
身
未
）、
杭
州
・
靈
隱
寺
を
訪
れ
る
に
先
立
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
後
詩
は
、
毘
陵
（
江
蘇
常
州
市
）
の
寺
"で
あ
る
#徹
に
寄
せ
た
詩
で
あ
る
（
$）。
%目
す
べ
き
は
尾
聯
「
已
有
南
&
&
&、
誰
言
禮

―
も
う
南
方
行
の
束
が
あ
る
の
で
、
老
師
へ
の
禮
も
必
ず
實
現
で
き
る
」
の
部
分
で
あ
る
。
そ
の
南
方
行
の
束
の
相
手
が
姚
合
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
う
余
地
が
な
い
。
姚
合
は
こ
こ
に
お
い
て
も
、
友
人
を
自
分
の
任
地
に
招
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
大
和
九
年
（
八
三
五
）
の
こ
の
時
、
賈
島
は
五
十
七
、
當
て
の
な
い
長
期
の
漫
に
出
ら
れ
る
ほ
ど
に
'い
年
齡
で
は
な
か
っ
た
。
姚
合
が
こ
の
時
に
賈
島
を
招
い
た
理
由
は
、
今
迄
り
に
自
分
の
任
地
に
詩
友
を
呼
ん
で
、
(會
を
開
こ
う
と
す
る
思
い
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
賈
島
と
は
、
共
に
元
和
八
年
正
の
科
)を
受
け
始
め
な
が
ら
、
片
や
杭
州
と
い
う
大
の
刺
史
ま
で
榮
*し
、
片
や
科
)に
+第
を
續
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
88
け
て
長
安
の
陋
巷
に
逼
塞
し
た
生
涯
を
え
よ
う
と
す
る
老
殘
の
詩
人
と
、
そ
の
境
は
て
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
、
せ
め
て
賈
島
を
新
し
い
世
界
の
中
に
れ
出
し
た
い
と
願
う
姚
合
の
思
い
が
あ
っ
た
に
い
な
い
。
費
は
當
然
、
姚
合
が
提
供
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
六
姚
合
詩
集
團
の
詩
會
以
上
、
姚
合
が
ど
の
よ
う
に
賈
島
（
等
々
）
を
招
い
た
か
を
、
特
に
地
方
官
赴
任
時
を
中
心
に
整
理
し
た
。
地
方
官
時
期
に
絞
っ
た
の
は
、
そ
こ
で
は
方
へ
の
招
待
が
、
非
日
常
	な
特

別

の

行
爲
で
あ
り
、
こ
の
點
を
し
て
、
姚
合
の
詩
友
に
向
け
る
特

別

の


勢
を
き
り
に
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
早
年
の
魏

度
使
從
事
・
武
功
縣

・
萬
年
縣
尉
の
時
期
、
ま
た
後
年
の
金
州
刺
史
・
杭
州
刺
史
の
す
べ
て
の
時
期
に
亘
っ
て
、
姚
合
は
、
賈
島
を
自
分
の
任
地
に
招
い
て
い
る
。
ま
た
賈
島
も
、
そ
の
す
べ
て
の
招
き
を
受
け
入
れ
て
、
は
る
ば
る
と
方
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
。
こ
の
事
實
は
、
姚
合
と
賈
島
の
關
係
に
限
定
す
れ
ば
、
兩
が
篤
い
友
に
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
の
證
據
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
姚
合
の
こ
う
し
た
勢
が
賈
島
に
對
し
て
だ

け

向
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
解
で
あ
る
。
姚
合
は
、
賈
島
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
自
分
と
趣
味
を
同
じ
く
す
る
詩
友
を
仲
と
し
て
招
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
武
功
縣
に
は
、
賈
島
と
共
に
、
朱
慶
餘
も
殷
堯
も
招
か
れ
た
。
萬
年
縣
の
縣
齋
の
場
合
は
さ
ら
に
多
く
、
賈
島
・
朱
慶
餘
・
無
可
・
非
熊
・
玄
が
招
か
れ
、
殷
堯
と
皇
甫
荀
に
も
聲
を
挂
け
ら
れ
て
い
た
と
思
し
い
。
金
州
の
場
合
は
、
方
干
が
姚
合
を
別
す
る
詩
「
姚
合
員
外
赴
金
州
」
を
作
っ
た
。
ま
た
任
後
、
姚
合
は
「
金
州
書
事
寄
山
中
舊
友
」
詩
を
長
安
の
詩
友
た
ち
に
投
げ
か
け
て
、
こ
れ
に
對
し
て
馬
戴
が
詩
を
作
り
、
金
州
を
訪
問
す
る
賈
島
に
對
し
て
は
、
喩
鳧
が

別
の
詩
を
作
っ
た
。
實
際
に
金
州
を
訪
問
し
た
の
は
、
賈
島
以
外
に
、
無
可
と
項
斯
が
い
た
（
）。
杭
州
の
場
合
は
、
賈
島
が
「
姚
杭
州
」
、
劉
得
仁
が
「
姚
合
中
任
杭
州
」
の
詩
を
作
っ
て
、
姚
合
の
赴
任
を
別
し
た
。
な
お
實
際
に
杭
州
を
訪
ね
た
こ
と
が
確
 さ
れ
る
の
は
、
賈
島
ひ
と
り
で
あ
る
。
以
上
に
名
を
!げ
た
詩
人
を
列
記
し
て
み
る
と
、
賈
島
、
無
可
、
朱
慶
餘
、
殷
堯
、
非
熊
、
玄
、
馬
戴
・
喩
鳧
・
項
斯
・
方
干
ら
と
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
詩
人
た
ち
は
、
姚
合
の
地
方
赴
任
の
場
面
だ
け
で
は
な
く
、
在
京
の
日
常
	場
面
に
お
い
て
も
、
"り
に
姚
合
の
も
と
に
詩
會
を
開
い
て
集
ま
り
、
詩
を
唱
和
し
合
う
仲
た
ち
、
い
わ
ば
姚
合
詩
集
團
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
#に
、
姚
合
が
加
わ
っ
た
同
座
の
唱
和
詩
を
取
り
上
げ
て
、
そ
こ
に
果
た
し
た
姚
合
の
役
$と
、
參
加
の
範
圍
を
確
 す
る
こ
と
に
し
た
友
を
招
く
姚
合
（
松
原
）
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い
。長
安
時
期
（
萬
年
縣
尉
）
姚
合
が
萬
年
縣
尉
で
あ
っ
た
時
期
で
は
、
①
李
餘
の
別
、
②
韓
湘
の
別
、
③
朱
慶
餘
の
別
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。
①
【
李
餘
別
】
李
餘
（
生
卒
年
不
詳
（
））
は
、
姚
賈
の
詩
集
團
の
一
員
で
あ
り
、
少
な
か
ら
ぬ
應
酬
の
詩
が
殘
る
。
長
慶
三
年
823、
科
受
驗
十
回
目
に
し
て
よ
う
や
く
第
し
た
。
そ
し
て
故
の
蜀
に
錦
を
る
時
、
姚
合
・
賈
島
・
朱
慶
餘
・
張
	が
別
の
詩
を
作
っ
た
。
姚
合
は
特
に
三
二
句
の
長
篇
五
言
古
體
詩
を
用
い
委
曲
を
盡
く
し
て
、
こ
の


勞
の
末
に
第
し
た
後
輩
詩
人
を
勞
っ
て
い
る
。
別
の
詩
は
、
常
は
短
篇
の
律
詩
を
用
い
る
も
の
で
あ
り
、
姚
合
の
作
詩
は
、
常
軌
を

し
て
懇
切
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
李
餘
第
歸
蜀
姚
合
蜀
山
高
嶢
、
蜀
客
無
才
。
日
飮
錦
江
水
、
文
章
盈
其
懷
。
十
年
作
貢

、
九
年
多

迴
。
春
來
登
高
科
、
升
天
得
梯
階
。
手
持
集
書
、
家
獻
庭
。
人
生
此
爲
榮
、
得
如
君
稀
。
李
白
蜀

、
羞
爲
無
歸
。
子
今
稱
意
行
、

安
覺
危
。
與
子
久
相
從
、
今
忽
乖
離
。
風
飄
中
船
、
會
合
自
期
。
長
安
米
價
高
、
伊
我
常

。
臨
岐
歌
子
、
無
聲
但
陳
詞
。
義
交
外
不
親
、
利
交
相
 。
!子
愼
其
、
"
#
$與
衣
。

熱
路
赤
、
行
人
念
%馳
。
一
杯
不
可
輕
、
&別
方
自
茲
。
姚
合
の
詩
に
「
十
年
作
貢
、
九
年
多
迴
」
と
記
さ
れ
る
。
李
餘
が
'年
應
試
し
た
と
す
る
と
、
(算
す
れ
ば
、
初
め
て
の
應
試
は
元
和
九
年
814と
な
る
。
そ
れ
は
、
姚
合
や
賈
島
が
應
試
を
始
め
た
そ
の
)年
の
こ
と
で
あ
る
。
姚
合
は
三
回
の
*第
の
後
、
元
和
十
一
年
816に
第
し
た
（
賈
島
は
+續
*第
）。
姚
合
と
李
餘
は
、
共
に
科
に
*第
を
繰
り
,し
て
い
た
時
期
に
、
長
安
で
知
り
合
っ
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
（
姚
合
と
賈
島
と
は
そ
の
よ
う
な
境
-で
知
り
合
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
）。
ま
た
假
に
そ
う
で
な
い
ま
で
も
、
李
餘
の

勞
は
、
姚
合
の
良
く
理
解
で
き
る
で
あ
っ
た
（
.）。
單
な
る
紋
切
り
型
の
儀
禮
/作
品
と
せ
ず
、
あ
え
て
0例
と
も
言
え
る
長
篇
の
詩
型
を
擇
ん
で
自
ら
の
眞
1を
吐
露
し
た
理
由
も
、
そ
の
邊
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
姚
合
が
、
2圍
に
詩
人
た
ち
を
惹
き
付
け
、
求
心
力
を
保
持
し
續
け
る
こ
と
が
出
來
た
の
も
、
實
は
、
こ
の
樣
な
り
一
3で
は
な
い
惻
隱
の
1に
富
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。こ
の
時
、
賈
島
は
五
律
「
李
餘
第
歸
蜀
」
、
朱
慶
餘
は
七
律
「
李
餘
第
歸
蜀
」。
張
	は
七
律
「
李
餘
第
後
歸
蜀
」
を
作
り
、
首
聯
に
「
十
年
人
詠
好
詩
章
、
今
日
名
出
舉
場
」
と
辛

十
年
の
末
の
4士
第
を
言
5い
で
い
る
。
張
	は
、
後
輩
に
當
た
る
姚
合
・
賈
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
90
島
と
も
親
交
を
持
ち
、
し
ば
し
ば
詩
會
を
共
に
し
て
い
る
。
こ
の
時
も
同
座
に
お
い
て
別
の
詩
を
賦
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
目
す
べ
き
は
、
彼
ら
の
詩
型
が
不
揃
い
で
あ
る
こ
と
。
ら
く
、
あ
え
て
な
る
詩
型
を
用
い
る
こ
と
で
、
唱
和
の
場
に
緊
張
感
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
②
【
韓
湘
別
】
韓
湘
（
韓
愈
の
姪
孫
）は
、
姚
賈
の
詩
集
團
の
一
員
で
あ
り
、
相
互
に
多
く
の
詩
の
應
酬
が
あ
る
。
李
餘
と
共
に
長
慶
三
年
の
士
に
第
し
た
。
李
餘
の
時
は
、
第
直
後
の
春
に
歸
	を
別
し
た
が
、
韓
湘
の
場
合
は
、
そ
の
年
の

に
宣
歙
察
使
從
事
（
試
校
書
）
と
し
て
赴
任
す
る
時
に
、
姚
合
・
賈
島
・
朱
慶
餘
・
無
可
が
、
同
じ
く
六
韻
十
二
句
の
五
言
排
律
を
作
っ
て
壯
行
し
た
（
）。
姚
合
の
「
韓
湘
赴
江
西
從
事
」
の
第
二
聯
に
、
「
行
裝
有
兵

、
席
盡
詩
人
」
と
あ
る
。
僚
と
し
て
の
赴
任
だ
か
ら
、「
兵
を
身
に
帶
び
て
の
出
で
立
ち
」と
あ
る
。
そ
し
て
席
を
占
め
る
の
が
姚
合
・
賈
島
以
下
の
詩
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
特
記
す
る
。
以
下
、
詩
題
は
賈
島
「
韓
湘
」
・
無
可
「

韓
校
書
赴
江
西
」・
朱
慶
餘「
韓
校
書
赴
江
西
」。
③
【
韋

別
】
韋
は
、
寶
元
年
825に
賢
良
方
正
能
極
言
直
諫
科
に
合
格
し
、
秋
に
、
浙
東
察
使
元
に
察
使
從
事
（
試
校
書
）
と
し
て
辟
召
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
姚
合
は
「
韋
瑤
（
當
作
）
校
書
赴
越
」
、
賈
島
は
「
韋
瓊
（
當
作
）
校
書
」
、
朱
慶
餘
は
「
韋

校
書
赴
浙
東
」
の
五
律
を
作
っ
て
壯
行
し
た
。
姚
合
詩
を
げ
る
。
韋
瑤
校
書
赴
越
姚
合
寄
家
臨
禹
穴
、
乘
傳
出
秦
關
。
霜
橘
滿
地
、
來
帆
山
。
相
門

貴
、
水
國
事
多
。
晨
省
高
堂
後
、
餘
歡
杯
酒
。
察
使
な
ど
の
使
職
は
、
僚
佐
の
辟
召
が
あ
り
、
元
が
ん
に
優
れ
た
人
材
を
集
し
た
こ
と
は
、「
相
門

貴
」と
記
さ
れ
る
と
お
り
。
元
は
、
以
宰
相
だ
っ
た
の
で
「
相
門
」
と
言
う
。
な
お
姚
合
詩
の
「
韋
瑤
」・
賈
島
詩
の「
韋
瓊
」は
、「
韋
」の
譌
り
。
④
【
朱
慶
餘
別
】
朱
慶
餘
は
、
姚
合
が
武
功
縣
 
!で
あ
る
の
を
訪
問
し
て
以
來
の
古
い
詩
友
で
あ
り
、
姚
賈
の
詩
集
團
の
中
心
に
い
る
一
人
。
士
第
は
、
寶
"二
年
826。
姚
合「
朱
慶
餘
第
後
歸
越
」・
賈
島「
朱
可
久
歸
越
中
」・
張
#「
朱
慶
餘
第
歸
越
」は
、
い
ず
れ
も
五
言
律
詩
で
あ
る
。
な
お
賈
島
詩
に
つ
い
て
は
、
張
#詩
と
同
韻
で
、
し
か
も
越
に
歸
る
の
を
る
こ
と
か
ら
、
詩
題
に
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
朱
慶
餘
の
第
し
て
歸
	す
る
の
を
行
し
た
詩
と
$斷
さ
れ
る
。
以
上
、
李
餘
・
韓
湘
・
韋
の
別
は
、
姚
合
が
萬
年
縣
尉
の
時
期
の
作
で
あ
り
、
朱
慶
餘
の
別
は
、
萬
年
縣
尉
を
辭
し
て
も
な
く
の
作
で
あ
る
。
姚
合
詩
集
團
の
活
%な
詩
會
開
催
を
確
&で
き
る
。
*
*
*
*
*
*
'洛
陽
時
期
（
監
察
御
史
分
司
東
(）
友
を
招
く
姚
合
（
松
原
）
91
姚
合
は
、
大
和
一
年
827の
秋
、
監
察
御
史
分
司
東
と
し
て
、
以
後
一
年
ば
か
り
洛
陽
に
赴
任
す
る
。
⑤
【
洛
陽
の
馬
戴
と
の
詩
會
】
馬
戴
は
、
姚
合
詩
集
團
の
一
員
と
し
て
、
多
く
の
應
酬
の
詩
を
殘
す
。
洛
陽
の
姚
合
の
私
邸
に
馬
戴
を
招
い
て
、
詩
會
が
開
か
れ
た
。
現
存
す
る
詩
は
、
姚
合
「
洛
下
夜
會
寄
賈
島
」
と
馬
戴
「
中
夜
姚
侍
御
宅
懷
賈
島
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
馬
戴
の
詩
を
げ
る
。
中
夜
姚
侍
御
宅
懷
賈
島
馬
戴
夜
木
動
色
、
陽
闕
深
。
如
何

思
、
更
	故
人
心
。


關
山
、
階
霜
霰
。
誰
知
石
門
路
、
待
與
子
同
。
尾
聯
「
誰
か
知
ら
ん
石
門
の
路
、
待
ち
て
子
と
同
に
ね
ん
」
（
石
門
は
何
處
に
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
、
君
（
賈
島
）
が
來
る
の
を
待
っ
て
一
に
ね
た
い
も
の
だ
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
は
、
長
安
に
い
る
賈
島
に
對

し
て
、
洛
陽
來
訪
を
催
す

容
と
な
っ
て
い
る
。
客
人
の
馬
戴
が
詩
中
に
こ
う
べ
る
の
は
、
當
然
、
人
姚
合
の
意
向
が
賈
島
の
洛
陽
招
待

に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
時
に
賈
島
が
洛
陽
に
行
っ
た
こ
と
を
示
す
料
は
、
確
さ
れ
な
い
。
*
*
*
*
*
*
再
び
長
安
時
期
（
殿
中
侍
御
使
・
侍
御
使
・
部
員
外
）
監
察
御
史
分
司
東
か
ら
歸
り
、
に
金
州
刺
史
と
し
て
外
任
す
る
ま
で
、
姚
合
は
殿
中
侍
御
使
（
侍
御
）・
侍
御
使
（
端
公
）・
部
員
外
と
し
て
順
に
昇
し
て
ゆ
く
。
こ
の
、
四
年
（
大
和
二
年
828
～
大
和
六
年
832秋
）
の
姚
合
の
詩
會
を
 
!し
よ
う
。
⑥
【
長
安
の
姚
合
私
邸
の
詩
會
】
こ
の
詩
會
に
參
加
し
た
賈
島
・
馬
戴
は
、
姚
賈
詩
集
團
の
中
核
。
參
加
で
き
な
か
っ
た
無
可
も
、
同
樣
で
あ
る
。
姚
合
は
こ
の
時
、
殿
中
侍
御
使
（
在
任
：
大
和
二
年
828
～
大
和
四
年
初
春
）。
姚
合
は
「
喜
馬
戴
夜
見
"期
無
可
上
人
不
至
（
#）」
、
賈
島
は
「
夜
集
姚
合
宅
期
可
公
不
至
」
、
馬
戴
は
「
集
宿
姚
殿
中
宅
期
$無
可
不
至
」の
五
律
を
作
っ
た
。
馬
戴
詩
を
げ
る
。
殿
中
日
相
命
、
開

%話
舊
時
。
餘
鐘
催
鳥
&、
積
'阻
$期
。
林
靜
光
、
天
陰
(色
遲
。
今
夕
復
何
夕
、
人
)去
*
+。
,目
す
べ
き
は
首
聯
「
殿
中
侍
御
使
の
姚
合
は
、
-日
の
よ
う
に
、
杯
を
交
わ
し
な
が
ら
昔
話
を
し
よ
う
と
誘
っ
て
く
れ
る
」
で
あ
る
。
「
日
相
命
」
（
-日
來
訪
を
.求
す
る
）
の
言
辭
を
見
る
と
、
詩
會
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
果
た
せ
る
か
な
姚
合
が
積
極
/だ
っ
た
こ
と
が
0明
す
る
。
⑦
【
李
廓
1別
】
李
廓
は
、
2縣
の
尉
だ
っ
た
時
期
を
中
心
に
、
3
4
に
姚
賈
ら
と
詩
の
應
酬
を
し
た
。
姚
賈
詩
集
團
の
一
員
で
あ
る
。
大
和
三
年
829
に
、
南
詔
の
入
寇
が
始
ま
り
、
5
が
脅
か
さ
れ
た
時
、
監
察
御
史
で
あ
っ
た
李
廓
が
現
地
に
6遽
7
8さ
れ
た
。
姚
合
（
侍
御
＝
殿
中
侍
御
使
在
任
）
は
、
李
廓
を
私
邸
に
招
い
て
、
1別
の
詩
會
を
催
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
92
し
た
。
姚
合
「
李
廓
侍
御
赴
西
川
行
營
」
・
無
可
「
夜
姚
侍
御
宅

李
廓
少
府
」
・
非
熊
「
李
廓
侍
御
赴
劍
南
」
ら
の
三
篇
の
五
言
律
詩
が
殘
る
。
姚
合
の
詩
を
例
示
す
る
。
李
廓
侍
御
赴
西
川
行
營
姚
合
不
弓
箭
字
、
罷
官
唯
醉
眠
。
何
人
籌
策
、
走
馬
逐
旌
旃
。
陣
變
孤
外
、
功
	語
笑

。
從
今
州
路
、
無
復
有
烽
。
首
聯「
弓
箭
の
字
を
は
ず
、
官
を
罷
め
れ
ば
唯
だ
醉
眠
」は
、
姚
合
得
意
の
武
功
體
の
手
法
に
從
っ
て
、
李
廓
が
吏
事
に
無
關
心
で
あ
る
樣
を
き
出
す
。
⑧
【
姚
合
私
邸
の
詩
會
】
姚
合
が
侍
御
使
（
端
公
）在
任
中
の
大
和
四
年
830九
の

の
頃
、
無
可
ら
何
人
か
の
詩
人
が
姚
合
の
私
邸
に
會
し
た
。
姚
合
は
じ
め
、
他
の
詩
人
の
詩
は
確
で
き
な
い
。
無
可
の
詩
を
げ
る
。
秋
與
文
士
集
宿
姚
端
公
居
無
可


復
圓
、
共
集
侍
臣
筵
。
獨
寡
區
中
學
、
空
論
樹
下
禪
。
風
多
秋
竹
、
雲
盡
夜
深
天
。
此
會
東
西
去
、
堪
愁
又
年
。
⑨
【
姚
合
私
邸
の
詩
會
で
殷
堯
を
思
う
】
⑧
の
集
會
か
ら
ほ
ど
な
く
、
侍
御
使
姚
合
の
私
邸
で
詩
會
が
催
さ
れ
た
。
永
樂
縣
令
の
殷
堯
の
名
が
見
え
る
。
殷
堯
は
、
姚
合
詩
集
團
の
一
員
で
あ
る
。
無
可
「
中
與
公
會
宿
姚
端
公
宅
懷
永
樂
殷
侍
御
」、
馬
戴「
集
宿
姚
侍
御
宅
懷
永
樂
宰
殷
侍
御
」の
五
律
が
あ
る
。
ま
た
姚
合
の
五
律「
寄
永
樂
長
官
殷
堯
」
、
雍
陶
の
七
律
「
寄
永
樂
殷
堯
蕃
明
府
」
も
永
樂
縣
令
の
殷
堯
に
言
し
、
こ
の
詩
會
に
お
け
る
作
と
推
定
さ
れ
る
。
無
可
の
詩
を
げ
る
。
詩
中
の「
史
」は
、
侍
御
使
の
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
史
靜
開
筵
、
思
何
地
。
故
人
爲
縣
吏
、
五
老
峰

。
榻
 
!樹
、
公
庭
夜
"泉
。
會
當
隨
假
務
、
一
就
白
雲
禪
。
⑩
【
姚
合
私
邸
の
詩
會
で
馬
戴
に
寄
詩
】
大
和
八
年
834秋
、
#山
に
屏
居
し
た
馬
戴
か
ら
「
山
中
寄
姚
合
員
外
」
詩
が
屆
い
た
の
で
、
姚
合
ら
は
詩
會
を
開
い
て
馬
戴
に
五
律
を
寄
せ
た
。
姚
合
「
寄
馬
戴
」
、
賈
島
「
馬
戴
居
#山
因
寄
」
、
無
可
「
寄
#州
馬
戴
（
一
作
：
秋
中
聞
馬
戴
$
#山
因
寄
）」
。
ち
な
み
に
非
熊
の
五
律
「
馬
戴
入
山
（
一
本
：
山
上
有
#字
）」
は
、
馬
戴
の
#山
に
行
く
の
を
別
し
た
詩
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
姚
合
の
詩
を
げ
る
。
詩
中
の
「
新
詩
」
は
、
馬
戴
が
姚
合
に
寄
せ
た
「
山
中
寄
姚
合
員
外
」
詩
を
指
す
。
天
府
鹿
鳴
客
、
幽
山
秋
未
歸
。
我
知
方
甚
愛
、
衆
%以
爲
非
。
屋
聞
泉
細
、
和
雲
見
鶴
&。
新
詩
此
處
得
、
峭
比
應
稀
。
⑪
【
雍
陶
別
】
雍
陶
は
、
姚
賈
と
の
數
篇
の
詩
の
應
酬
が
あ
り
、
姚
合
詩
集
團
の
一
角
に
い
た
詩
人
と
言
え
る
。
大
和
八
年
834に
'士
に
第
し
て
	
(に
歸
)す
る
の
を
別
し
た
詩
が
、
姚
合
の
五
律
「

雍
陶
第
歸
覲
」
・
賈
島
の
八
韻
十
六
句
の
五
排
「
雍
陶
第
歸
	
友
を
招
く
姚
合
（
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
親
覲
」
で
あ
る
。
*
*
*
*
*
*
以
上
、
多
く
は
友
人
の
別
を
場
面
と
し
た
詩
會
を
取
り
上
げ
て
、
參
加
と
作
品
を

し
た
。
參
加
を
列
記
す
れ
ば
、
左
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
Ａ
Ｂ
は
、
第
三
に
取
り
上
げ
た
萬
年
縣
齋
の
詩
會
、
括
弧
の
中
は
そ
の
詩
會
に
は
不
在
で
、
詩
中
に
言
	さ
れ
た
人
物
。
Ａ
【
萬
年
縣
齋
詩
會
】
姚
合
・
賈
島
・

非
熊
・
無
可
・
朱
慶
餘
・
（
殷
堯
）
Ｂ
【
萬
年
縣
齋
雨
夜
會
宿
】
姚
合
・
賈
島
・
玄
・
（
皇
甫
荀
）
①
【
李
餘
別
】
姚
合
・
賈
島
・
朱
慶
餘
・
張
・
李
餘
②
【
韓
湘
別
】
姚
合
・
賈
島
・
朱
慶
餘
・
無
可
・
韓
湘
③
【
韋

別
】
姚
合
・
賈
島
・
朱
慶
餘
・
韋

④
【
朱
慶
餘
別
】
姚
合
・
賈
島
・
張
・
朱
慶
餘
⑤
【
洛
陽
の
馬
戴
と
の
詩
會
】
姚
合
・
馬
戴
・
（
賈
島
）
⑥
【
長
安
の
姚
合
私
邸
の
詩
會
】
姚
合
・
賈
島
・
馬
戴
・
（
無
可
）
⑦
【
李
廓
別
】
姚
合
・
無
可
・

非
熊
・
李
廓
⑧
【
姚
合
私
邸
の
詩
會
】
姚
合
・
馬
戴
⑨
【
姚
合
私
邸
の
詩
會
で
殷
堯
を
思
う
】
無
可
・
馬
戴
・
姚
合
・
雍
陶
・
（
殷
堯
）
⑩
【
姚
合
私
邸
の
詩
會
で
馬
戴
に
寄
詩
】
姚
合
・
賈
島
・
無
可
・
（
馬
戴
）・
（

非
熊
）
⑪
【
雍
陶
別
】
姚
合
・
賈
島
・
雍
陶
こ
れ
を
度
の
順
に
竝
べ
る
と
、
姚
合
13・
賈
島
10・
無
可
６
・
朱
慶
餘
５
・
馬
戴
５
・

非
熊
３
・
張
２
・
雍
陶
２
・
殷
堯
２
・

玄
１
・
李
餘
１
・
韋
１
・
李
廓
１
・
皇
甫
荀
１
と
な
る
。
以
上
の
數
字
は
、
姚
合
の
詩
會
を
條
件
に
し
た
も
の
で
、
當
然
、
姚
合
不
在
の
詩
會 （
）や
、
そ
も
そ
も
同
座
の
況
に
は
な
い
詩
の
應
酬
は
數
え
ら
れ
な
い
（
）。
ま
た
金
州
刺
史
赴
任
以
の
姚
合
の

期
に
限
定
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
後
に
姚
合
と
の
交
際
が
活

す
る
無
可
（
）・
喩
鳧
・
方
干
・
劉
得
仁
・
賀
（
）は
、
數
字
と
し
て
十
分
に
表
れ
て
こ
な
い
。
こ
の
樣
な
制
の
あ
る
數
字
だ
が
、
そ
れ
で
も
姚
合
を
取
り
卷
く
詩
人
群
の
お
お
よ
そ
の
を
窺
う
參
考
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
詩
人
の
交
を
さ
ら
に
査
す
れ
ば
、
姚
合
詩
集
團
の
體
相
を
究
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
七
姚
合
詩
集
團
の
形

姚
合
と
賈
島
の
邊
に
は
、
專
ら
詩
歌
を
紐
帶
と
し
た
人
 關
係
、
い
う
な
れ
ば
詩
集
團
が
形
!さ
れ
て
い
た
。
官
界
で
の
"
#や
、
年
齡
は
、
こ
こ
で
は
無
意
味
で
あ
り
、
官
僚
と
し
て
の
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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た
ど
る
姚
合
も
、
科
に
第
を
續
け
た
賈
島
も
、
ま
た
姚
賈
よ
り
も
二
十
は
年
少
の
佛
無
可
も
、
そ
の
詩
集
團
の
員
で
あ
っ
た
。
こ
れ
の
一
方
に
あ
る
、
例
え
ば
白
居
易
が
年
に
劉
禹
錫
と「
劉
白
」と
竝
稱
さ
れ
る
緊
密
な
交
友
を
結
び
、
『
劉
白
唱
和
集
』
の
形
で
兩
の
文
學
	交
流
を
結
實
さ
せ
た
こ
と
も
、

詮
は
、
年
齡
と
官
僚
と
し
て
の
榮
と
い
う
二
つ
の
接
點
が
兩
を
互
い
に
引
き
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
文
學
以
外
の
因
に
多
く
を
負
う
文
人
の
結
合
は
、
姚
合
詩
人
集
團
の
場
合
と
大
い
に
徑
庭
が
あ
っ
た
。
姚
合
詩
集
團
の
核
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
姚
合
で
あ
り
、
賈
島
で
は
な
い
。
姚
合
に
は
交
性
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
交
性
を
發
揮
す
る
會
	地
位
も
備
わ
っ
て
い
た
。
も
し
姚
合
が
賈
島
と
同
樣
の
貧
士
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
詩
會
の
場

も
提
供
す
る
こ
と
も
出
來
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
姚
合
は
、
私
邸
を
持
た
な
い
時
に
は
、
自
ら
の
官
舍
に
友
人
を
呼
ん
だ
。
私
邸
を
持
っ
た
中
年
以
は
、
そ
こ
を
開
い
て
客
人
を
待
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
姚
合
が
官
界
に
お
い
て
昇
を
重
ね
た
こ
と
は
、
集
團
の
員
に
す
れ
ば
も
し
い
慶
事
で
あ
る
。
科
の
應
試
を
控
え
て
い
る
に
す
れ
ば
、
姚
合
の
高
と
い
う
後
ろ
盾
を
得
る
こ
と
は
、
事
態
を
有
利
に
す
る
材
料
と
な
っ
た
。
し
か
し
會
	地
位
は
、
畢
竟
、
二

	な
位
置
に
止
ま
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
姚
合
の
地
位
を
得
た
詩
人
は
い
く
ら
で
も
い
た
。
し
か
し
姚
合
の
よ
う
な
特
別
な

交
性
を
發
揮
し
た
詩
人
は
、
代
に
お
い
て
、
殆
ど
を
見
な
い
の
で
あ
る
。
姚
合
は
、
詩
友
を
善
く
招
い
た
。
自
ら
が
ま
だ
十
分
な
地
位
を
得
て
い
な
い
時
に
あ
っ
て
も
、
魏

に
は
賈
島
を
招
き
、
武
功
縣
は
に
賈
島
や
朱
慶
餘
や
殷
堯
を
招
い
た
。
そ
し
て
萬
年
縣
尉
と
な
っ
た
時
に
は
、
そ
の
縣
齋
に
賈
島
・
非
熊
・
無
可
・
朱
慶
餘
・
玄
ら
を
招
い
た
。
そ
の
後
に
な
っ
て
も
姚
合
は
、
京
官
で
い
る
時
に
は
、
長
安
の
私
邸
に
、
地
方
官
と
な
っ
た
時
に
は
、
任
地
の
郡
齋
に
詩
友
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
姚
合
が
詩
友
を
招
く
時
は
、
偶
々
の
り
行
き
で
そ
う
な
っ
た
と
い
う
代
物
の
も
の
で
は
な
い
。
意
志
を
明
示
し
て
、
詩
友
を
自
分
の
側
に
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
姚
合
の
詩
篇
に
、
そ
れ
が
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
姚
合
へ
の
詩
の
中
に
、
姚
合
の
意
志
が
復
唱
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
〔
友
を
招
く
姚
合
〕

姚
合
が
武
功
縣

の
時
期
に
賈
島
を
招
い
た
こ
と
は
、
賈
島
の
「
寄
武
功
姚

」
に
「
數
曾
 見
、
幾
處
得
書
披
。
…
…
會
須
!縣
去
、
況
是
"招
攜
」 （
幾
も
君
が
 に
現
れ
、
#の
行
く
先
々
で
、
君
の
手
紙
を
貰
っ
た
。
…
…
必
ず
君
の
武
功
縣
を
訪
ね
よ
う
。
ま
し
て
度
々
誘
っ
て
貰
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
）に
明
ら
か
で
あ
る
。
賈
島
は
、
#先
か
ら
、
長
安
に
$ら
ず
に
武
功
縣
を
訪
問
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
 と
は
當
時
、
友
を
招
く
姚
合
（
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原
）
95
先
方
が
自
分
を
思
う
結
果
、
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。

萬
年
縣
の
縣
齋
に
も
、
賈
島
を
招
い
た
。
姚
合
自
身
の「
寄
賈
島
」
に
「
君
時
訪
宿
、
不
北
齋
風
」
（
君
へ
の
お
願
い
だ
、
時
々
泊
ま
り
に
來
て
欲
し
い
、
縣
齋
の
北
の
部
屋
に
す
き
ま
風
が
吹
く
の
を
が
っ
た
り
し
な
い
で
欲
し
い
の
だ
）。
賈
島
の
の
「
酬
姚
合
」
は
作
時
不
明
だ
が
、
假
に
こ
の
頃
と
す
る
。
「
故
人
相
憶
來
、
楊
柳
無
風
蝉
滿
枝
」
（
君
の
友
	が
、
君
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
よ
、
と
坊
さ
ん
が
傳
え
て
く
れ
た
。
柳
に
風
は
吹
か
ず
、
秋
蝉
が
枝
と
い
う
枝
に
鳴
い
て
い
る
）。
「
」
と
は
、
無
可
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

姚
合
が
殿
中
侍
御
使
の
時
期
、
自
宅
の
詩
會
に
詩
友
た
ち
を
招
い
た
。
馬
戴
の
「
集
宿
姚
殿
中
宅
期
無
可
不
至
」
詩
に
、
「
殿
中
日
相

命
、
開
話
舊
時
」
（
殿
中
侍
御
使
か
ら
は
、
日
の
よ
う
に
お
召
し
が
掛
か
る
。
杯
を
交
わ
し
な
が
ら
昔
話
で
も
し
よ
う
と
）。
こ
の
詩
會
で
作
っ
た
姚
合
の
「
喜
馬
戴
夜
見
期
無
可
上
人
不
至
」詩
に
、「
可

相

、
深
居
閉
古
松
」
（
坊
の
無
可
は
、
ま
た
お
見

て
だ
。
き
っ
と
松
の
老
木
の
奧
に
ひ
っ
そ
り
と
籠
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
）。
無
可
に
向
か
っ
て
も
、
姚
合
は
誘
い
を
挂
け
て
い
た
と
考
え
て
良
い
。

姚
合
が
金
州
刺
史
に
赴
任
し
た
時
に
、「
金
州
書
事
寄
山
中
舊
友
」
詩
を
長
安
の
詩
友
に
寄
せ
た
こ
と
は
、

し
た
と
お
り
で
あ
る
。
末
尾
二
聯
の
「
舊
山
期
已
失
、

思
何
窮
。
林
下
無
相
笑
、
男
兒
五
馬
雄
」
（
故
に
歸
る
こ
と
は
、
期
待
で
き
ず
、
隱
遁
の
思
い
は
、
る
ば
か
り
だ
。
園
林
の
中
に
い
て
も
、
共
に
談
笑
す
る
友
が
い
な
い
。
自
分
は
、
五
頭
の
馬
に
馬
車
を
牽
か
せ
る
大
官
と
な
っ
た
が
、
我
が
身
の
孤
獨
を
か
こ
つ
有
樣
だ
）。
こ
の
結
果
、
賈
島
・
無
可
・
方
干
が
、
姚
合
の
招
き
に
答
え
て
金
州
を
訪
ね
て
い
る
。
*
*
*
*
*
*
〔
後
を
育
む
姚
合
〕
姚
合
は
、
す
で
に
詩
友
と
し
て
交
友
を
結
ん
だ
だ
け
に
門
を
開
い
た
の
で
は
な
い
。
常
に
、
自
分
と
趣
味
を
同
じ
く
す
る
た
ち
を
引
き
立
て
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の
事
例
を
、
單
に
明
す
る
こ
と
に
し
よ
う
（
）。
【
韓
湘
】
韓
湘
（
韓
愈
の
姪
孫
）
が
姚
合
詩
集
團
の
一
員
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
第
六
に
韓
湘
 別
の
詩
を
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
で
言
!
し
た
。
左
記
の
姚
合
の
詩
は
、
韓
湘
が
士
に
!第
し
た
直
後
に
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
至
る
韓
湘
の
投
刺
・
行
卷
の
經
"が
記
さ
れ
て
い
て
、
興
味
深
い
。
答
韓
湘
姚
合
…
…
子
獨
訪
我
來
、
#詩
相
$。
…
…
子
在
名
場
中
、
%戰

%北
。
我
無
數
子
明
、
端
坐
空
歎
息
。
中
國
詩
文
論
叢
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昨
聞
春
關
、
名
系
吏
部
。
三
十
登
高
科
、
塗

測
。
詩
人
多
峭
冷
、
如
水
在
胸
臆
。
豈
隨
常
人
、
五
藏
爲
酒
。
期
來
作
酬
章
、
危
坐
吟
到
夕
。
爲
	其
辭
、

貴
我
紙
。
（
大
意
）
…
…
（
自
分
は
大
し
た
詩
人
で
も
な
い
の
に
）
君
だ
け
は
訪
ね
て
き
て
、
詩
を
差
し
出
し
て
は
、
分
に
自
分
の
こ
と
を
襃
め
て
く
れ
る
。
…
…
君
は
科
に
お
い
て
何
度
も
戰
い
、
何
度
も
敗
れ
た
。
自
分
に
は
、
立
な
お
々
の
見
識
も
な
く
、
端
座
し
て
、
溜
息
を
つ
く
ば
か
り
だ
っ
た
。
先
日
春
關
（
科

第
の
登
）
も
わ
り
、
君
の
名
が
、
吏
部
の
名
に
載
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
十
で
關
に
合
格
す
る
と
は
、
に

洋
々
で
あ
る
。
詩
人
（
韓
湘
）
と
い
う
の
は
、
心
が
狷
介
孤
直
で
、
澄
ん
だ
水
が
胸
中
を
滿
た
す
か
の
よ
う
だ
。
ど
う
し
て
世
	一
般
の
人
が
、
五
六
腑
に
酒
を
詰
め
む
よ
う
な
意
地
汚
い
眞
似
が
出
來
よ
う
か
。
事
の
詩
を
作
り
た
い
と
思
い
、
正
座
し
て
夜
ま
で
吟
し
た
。
し
か
し
君
の
詩
に
書
き
添
え
て
、
自
分
の
文
學
（
紙
）
の


を
高
め
た
く
と
も
、
そ
の
よ
う
な
詩
を
作
る
こ
と
は
出
來
る
も
の
で
は
な
い
。
韓
湘
は
、
姚
合
に
對
し
て
投
刺
・
行
卷
し
た
（
「
子
獨
訪
我
來
、
詩
相
」
）。
時
期
は
、
常
識
に
考
え
れ
ば
、
應
試
の
日
を
控
え
た
長
慶
二
年
の
秋
で
あ
る
。
韓
湘
は
、
何
度
か
 第
を
繰
り
し
、
姚
合
は
そ
れ
を
知
り
な
が
ら
韓
湘
を
推
挽
で
き
ぬ
自
分
の
無
力
に
!息
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
今
度
、
ま
だ
三
十
"の
#さ
で
第
し
た
。
そ
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
、
こ
の
詩
を
作
っ
て
言
$い
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
姚
合
詩
集
團
が
形
作
ら
れ
て
ゆ
く
一
つ
の
經
%を
物
語
る
。
こ
の
時
、
姚
合
は
萬
年
縣
尉
、
し
か
し
詩
人
と
し
て
の
令
名
は
聞
こ
え
つ
つ
あ
り
、
姚
合
の
賞
識
を
得
よ
う
と
、
韓
湘
の
よ
う
な
#い
詩
人
た
ち
が
&圍
に
集
ま
り
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
姚
合
の
場
合
に
特
'
で
あ
る
の
は
、
韓
湘
の
よ
う
に
投
刺
・
行
卷
し
て
き
た
後
(の
詩
人
を
、
自
ら
の
詩
會
の
一
員
に
)え
入
よ
う
と
し
た
點
で
あ
ろ
う
。
韓
湘
と
姚
合
詩
集
團
と
の
交
*は
、
そ
の
後
余
り
活
+と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
記
の
よ
う
に
、
宣
歙
,察
使
從
事
と
し
て
赴
任
の
時
は
、
姚
合
は
&
圍
の
詩
人
た
ち
（
姚
合
詩
集
團
）を
集
め
て
-別
の
詩
宴
を
開
い
た
。
ま
た
そ
の
後
賈
島
は
、
韓
愈
の
.州
貶
謫
に
隨
行
し
た
韓
湘
を
思
っ
て
、
「
寄
韓
湘
」を
作
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
/推
す
れ
ば
、
韓
湘
と
同
年
に
(士
第
し
、
姚
合
ら
に
よ
っ
て
-別
さ
れ
た
李
餘
、
ま
た
寶
0二
年
826に
(士
第
の
朱
慶
餘
、
大
和
八
年
834に
(士
第
の
雍
陶
の
場
合
な
ど
も
、
彼
ら
が
姚
合
詩
集
團
に
參
加
し
た
1機
は
、
韓
湘
の
場
合
と
同
樣
に
、
こ
う
し
た
姚
合
へ
の
投
刺
・
行
卷
で
あ
っ
た
可
能
性
を
想
定
し
て
良
い
か
も
知
れ
な
い
※
。
※
應
試
の
準
備
と
し
て
の
投
刺
・
行
卷
は
、
そ
の
對
象
と
な
る
の
は
座
2
（
2考
官
）
に
影
3力
を
持
つ
政
府
の
4力
を
想
定
し
が
ち
で
あ
る
が
、
事
實
は
5な
る
。
賈
島
が
應
試
の
た
め
に
長
安
に
上
京
し
た
時
に
、
張

に
「
投
張
太
$」
詩
を
も
っ
て
投
刺
し
た
。
當
時
の
張
は
、
太
常
寺
太
$
友
を
招
く
姚
合
（
松
原
）
97
（
正
九
品
上
）
の
小
官
に
ぎ
な
い
。
こ
の
事
例
か
ら
明
す
る
よ
う
に
、
投
刺
・
行
卷
の
對
象
は
、
必
ず
し
も
高
位
の
大
官
と
は
限
ら
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
詩
壇
に
聲
が
あ
り
、
そ
の
人
（
一
例
：
張
）
に
よ
る
作
品

價
が
受
驗
の

の
形
に
影
	力
を
持
つ
よ
う
な
人
物
が

ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
姚
合
は
、
萬
年
縣
尉
の
時
期
（
四
十
代

）
に
、
す
で
に
投
刺
・
行
卷
の
對
象
と
な
る
ほ
ど
に
詩
壇
に
聲
を
持
っ
て
い
た
。
（
聲
の
源
泉
は
、
一
は
、
武
功
體
と
い
う
新
し
い
美
學
の
確
立
に
よ
っ
て
詩
壇
に
目
の
詩
人
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
も
う
一
は
、
萬
年
縣
尉
に
擢
さ
れ
る
ほ
ど
の
官
界
の
價
の
高
さ
に
よ
っ
て
）。
姚
合
の
場
合
に
は
、
こ
れ
に
後
の
誘
掖
に
熱
心
と
い
う

が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
後
詩
人
の
登
龍
門
と
し
て
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
べ
る
數
人
は
、
姚
合
が
榮
し
た
後
に
、
そ
の
知
を
得
た
詩
人
た
ち
で
あ
る
。
【
賀
】
姚
合
が
杭
州
刺
史
在
任
時
（
大
和
八
年
834
～
開
元
年
836春
）
に
投
刺
し
て
見
い
だ
さ
れ
た
人
物
に
は
、
賀
と
鄭
が
い
る
。
賀
は
、
法
名
を
塞
と
い
う
佛
で
あ
っ
た
が
、
賀
の「
哭
」詩
を
見
て
贊
し
、
俗
し
て
應
試
す
る
こ
と
を
を
め
た
（

23參
照
）。
「

姚
合
中
」
を
左
に
げ
る
。
詩
題
の
「
中
」
は
、
杭
州
刺
史
時
代
も
部
中
の
官
銜
を
帶
び
て
い
た
こ
と
を
言
う
。
重
來
爲
守
土
臣
、
高

似
武
功
貧
。
 從
會
解
唯
求
靜
、
時
!玄
"不
趁
新
。
玉
帛
已
知
#撓
思
、
雲
泉
$是
得
%身
。
兩
衙
向
後
長
無
事
、
門

&多
逢

'
(人
。
二
點
に
目
し
た
い
。
第
一
は
、
「
重
來
爲
守
土
臣
、
高

似
武

功
貧
」
（
重
い
聲
を
擔
っ
て
刺
史
と
な
っ
た
が
、

)高
*で
武
功
縣
+
,
時
代
の
貧
乏
生
活
の
よ
う
だ
）
で
、
高
官
と
な
り
な
が
ら
も
、
貧
を
旨
に
生
活
す
る
こ
と
を
贊
美
す
る
。
武
功
體
の
詩
人
＝
姚
合
の
價
が
定
-し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
第
二
は
、
「
門
&多
逢
'
(人
」
（
お
屋
.で
は
/え
を
'う
人
々
を
應
接
す
る
）
の
部
分
で
、
姚
合
が
後
の
誘
掖
に
格
別
に
熱
心
な
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
【
鄭
】
鄭
は
、
錢
塘
（
杭
州
）
の
人
で
、
姚
合
の
刺
史
在
任
時
に
は
、
い
つ
も
そ
の
門
&（
屋
.）
に
出
入
り
し
て
登
覽
燕
集
に
も
加
わ
っ
た
。
姚
合
に
對
し
て
は
「
門
生
の
禮
」
を
取
っ
た
と
い
う
（
0）。
【
劉
得
仁
】
杭
州
刺
史
か
ら
歸
京
し
て
、
諫
議
大
夫
（
正
五
品
上
）に
就
任
。
そ
の
歸
京
直
後
に
劉
得
仁
が
投
刺
し
、
1の
詩
を
獻
じ
て
い
る
。
上
姚
諫
議
劉
得
仁
高
文
與
2
3、
皆
謂
古
無
倫
。
4代
生
才
子
、
明
庭
有
諫
臣
。
已
瞻
龍
袞
5、
漸
向
鳳
池
新
。
卻
憶
波
濤
郡
、
來
時
島
嶼
春
。
名
因
詩
句
大
、
家
似
布
衣
貧
。
曾
暗
投
新
軸
、
6聞
獎
滯
身
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
98
照
吟
夕
、
藥
紫
霞
人
。
計
依
門
、
何
疑
不
鱗
。
詩
中
の
「
明
庭
有
諫
臣
」
は
、
姚
合
が
諫
議
大
夫
で
あ
る
こ
と
、
「
卻
憶
波
濤
郡
、
來
時
島
嶼
春
」
は
、
直
	杭
州
刺
史
だ
っ
た
こ
と
を
言
う
。

目
す
べ
き
は
三
點
。
第
一
は
、
「
名
因
詩
句
大
、
家
似
布
衣
貧
」
（
詩
人
と
し
て
の
名
聲
は
高
い
の
に
、
家
は
無
官
の
布
衣
の
よ
う
に
質
素
だ
）
の
部
分
で
、
武
功
體
の
詩
人
と
意
識
し
て
の
贊
美
で
あ
る
。
第
二
は
、
「
曾
暗
投
新
軸
、
聞
獎
滯
身
」
（
か
つ
て
新
作
を
獻
し
た
と
こ
ろ
、
不
の
私
を
り
に
吹
聽
し
て
下
さ
る
と
の
噂
を
耳
に
す
る
）
と
い
う
行
卷
と
、
そ
れ
を
承
け
て
の
劉
得
仁
吹
聽
の
經
が
べ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は
、
「
記
依
門
、
何
疑
不
鱗
」
（
い
つ
ま
で
も
お
屋
に
出
入
す
る
積
も
り
で
す
。
き
っ
と
龍
と
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
）
の
部
分
で
あ
り
、
諫
議
大
夫
と
し
て
榮
し
た
姚
合
に
は
、
彼
の
提
を
得
て
出
世
の
絲
口
と
し
た
い
と
願
う
人
士
た
ち
が
、
門
	市
を
す
有
樣
だ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
【
李
】
最
後
に
、
李
を
取
り
上
げ
る
。
姚
合
が
六
十
を
超
え
て
給
事
中
（
正
五
品
上
）に
在
任
中
（
開
四
年
839～
會
昌
三
年
843）、
多
く
の
人
士
が
姚
合
の
下
に
集
ま
る
中
で
、
李
も
睦
州
か
ら
長
安
に
上
っ
て
き
て
、
姚
合
の
賞
識
を
求
め
た
。
姚
合
は
、
大
い
に
價
し
て
、
女
を
嫁
が
せ
た
と
傳
え
ら
れ
る
（
）。
*
*
*
*
*
*
以
上
、
杭
州
刺
史
時
期
以
を
中
心
に
、
姚
合
に
投
刺
・
行
卷
し
て
、
彼
の
詩
集
團
に
加
わ
っ
た
詩
人
を
取
り
上
げ
た
。
彼
ら
の
詩
に
繰
り

し
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
姚
合
の
文
名
が
知
れ
渡
っ
て
い
た
こ
と
、
姚
合
が
門
を
開
い
て
後
を
待
っ
た
こ
と
、
多
く
の
人
士
が
姚
合
の
賞
識
を
得
た
い
と
願
っ
て
集
合
し
た
こ
と
（
）、
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
點
付
け
加
え
れ
ば
、
姚
合
は
質
素
な
生
活
を
旨
と
し
て
、
後
た
ち
に
傲
り
高
ぶ
る
こ
と
な
く
接
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
（
）。
姚
合
の
特
別
の

交
性
は
、
古
い
友
人
だ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
に

べ
た
よ
う
に
、
新
知
の
詩
友
に
對
し
て
も
分
け
て
無
く
向
け
ら
れ
て
い
た
。
姚
合
の
こ
の
人
と
爲
り
を
除
外
し
て
、
姚
合
詩
集
團
の
形
を
考
え
る
こ
と
は
出
來
な
い
で
あ
ろ
う
※
。
※
ま
た
も
う
一
つ
、
姚
合
が
詩
集
團
の
核
と
な
り
得
た
理
由
を
付
け
加
え
る
と
す
れ
ば
、
武
功
體
と
い
う
明
確
な
詩
學

張
を
分
か
り
や
す
く
提
示
し
、
姚
合
の
 圍
に
集
ま
る
詩
人
た
ち
の
共
感
を
得
た
こ
と
が
あ
る
。
姚
合
は
、
自
分
の
目
の
屆
く
す
べ
て
を
世
界
の
片
隅
に
布
置
し
、
自
分
を
、
そ
の
世
界
の
片
隅
に
生
き
る
遁
世
!と
し
て
"形
す
る
武
功
體
の
美
學
を
、
武
功
縣

#の
時
代
に
確
立
し
た
。
姚
合
詩
集
團
の
詩
人
た
ち
は
、
彼
ら
の
唱
和
應
酬
の
場
面
で
、
$っ
て
こ
の
手
法
を
踏
襲
し
た
。
こ
の
美
學
は
、
二
重
の
意
味
で
世
人
か
ら
%
&さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
に
、
世
界
'に
關
わ
る
問
題
で
あ
る
。
か
つ
て
世
界
の
中
央
に
輝
い
友
を
招
く
姚
合
（
松
原
）
99
て
見
え
た
國
家
の
威
信
も
禮
樂
の
嚴
も
、
は
て
は
出
將
入
相
の
榮
と
い
う
幻
想
も
、

と
い
う
閉
塞
し
た
空
氣
の
支
配
す
る
時
代
を
生
き
る
詩
人
た
ち
に
は
、
空
々
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
武
功
體
は
、
こ
れ
に
取
っ
て
代
わ
る
も
う
一
つ
の
理
想
の
、
世
俗
價
値
が
入
り
む
余
地
の
な
い
、
無
欲
と
	俗
を
原
理
と
す
る
世
界
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
身
邊


に
關
わ
る
問
題
で
あ
る
。
科
と
い
う
天
に
よ
っ
て
、
詩
人
た
ち
は
絡
め
取
ら
れ
て
不
自
由
に
な
っ
て
い
た
。

以
で
あ
れ
ば
、
自
分
の
不
を
、
自
分
の
努
力
を
超
え
た
會
不
公
正
の
責
任
に
歸
す
る
こ
と
が
出
來
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
科
が
一
般
し
た

の
こ
の
時
代
、
自
分
の
不
を
、
自
分
の
責
任
と
す
る
し
か
無
く
な
っ
た
時
、
詩
人
た
ち
は
自
分
の
懣
を
向
け
る
外
部
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

の
嬰
と
、
生
理
の
不
如
意
と
、
そ
の
身
邊
の
れ
よ
う
も
な
い
負
の
價
値
と
し
て
あ
る
日
常
を
、
そ
の
ま
ま
に
文
學
の
中
に
正
の
價
値
と
し
て
顛
倒
す
る
手
法
を
、
武
功
體
は
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
武
功
體
の
詩
學
に
つ
い
て
は
、
專
論
が
必
と
な
ろ
う
。
八
姚
合
詩
集
團
と
賈
島
の
位
置
結
語
に
代
え
て
姚
合
の
人
と
爲
り
が
、
姚
合
を
中
心
と
し
た
詩
人
集
團
の
形
に
決
定
な
役
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
以
上
の
料
分
析
か
ら
明
白
で
あ
る
。
文
學
史
究
は
、
作
の
文
學
個
性
を
問
題
と
す
る
。
ま
た
そ
の
個
性
を
形
す
る
に
與
か
っ
た
時
代
況
も
、
ま
た
そ
の
一
部
と
し
て
の
詩
人
同
士
の
交
流
も
問
題
に
す
る
。
し
か
し
人
の
交
流
を
問
題
に
す
る
場
合
、
政
治
勢
力
と
し
て
の
人
集
團
、
あ
る
い
は
同
じ
文
學

 張
を
共
に
す
る
人
集
團
の
!
"を
分
析
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
參
加
す
る
人
ひ
と
り
び
と
り
の
對
#人
#
#個
#性
#を
話
題
に
す
る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
文
學
論
を
!
$す
る
際
の
、
最
低
限
の
學
問
良
心
で
あ
る
。
し
か
し
姚
合
を
取
り
卷
く
詩
人
た
ち
の
求
心
力
の
%在
を
考
え
る
場
合
、
姚
合
と
い
う
人
物
の
特
#別
#な
人
と
爲
り
を
等
閑
に
付
す
る
こ
と
は
、
&體
の
理
解
を
大
き
く
'る
こ
と
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。
姚
賈
を
取
り
卷
く
詩
人
た
ち
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
、
あ
え
て
姚
合
詩
集
團
の
名
稱
を
用
い
、
姚
賈
の
竝
稱
を
(け
て
き
た
。
最
後
に
こ
の
點
に
つ
い
て
、
筆
の
思
う
と
こ
ろ
を
予
測
に
)べ
て
、
結
語
に
代
え
た
い
。
姚
合
と
賈
島
が
親
密
な
交
友
關
係
を
維
持
し
、
姚
合
の
詩
會
の
常
*
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
第
六
+に
紹
介
し
た
詩
會
の
大
部
分
に
賈
島
の
名
が
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
,で
き
る
。
姚
合
の
い
る
%に
、
賈
島
は
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
詩
會
は
、
や
は
り
姚
合
の
詩
會
で
あ
り
、
集
ま
っ
た
の
は
賈
島
も
含
め
て
、
姚
合
詩
集
團
の
詩
人
た
ち
と
見
做
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
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叢
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姚
合
と
賈
島
の
關
係
は
、
あ
る
一
面
を
取
り
出
せ
ば
、
姚
合
と
そ
の
他
の
詩
人
た
ち
の
關
係
に
似
し
て
い
た
。
姚
合
は
い
つ
も
こ
の
不

な
賈
島
の
こ
と
を
、
そ
の
生
活
も
、
そ
の
應
試
に
纏
わ
る
こ
も
ご
も
の
こ
と
も
、
氣
に
挂
け
、
心
配
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
最
も
良
く
物
語
る
の
が
、
の
賈
島
の
詩
で
あ
る
。
姚
合
が
萬
年
縣
尉
と
な
っ
た
長
慶
三
年
823秋
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。
詩
に
は
、
姚
合
が
賈
島
の
作
か
ら
詩
百
篇
を
ん
で
定
し
、
そ
れ
を
行
卷
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
準
備
し
た
こ
と
も
刻
明
に
記
さ
れ
て
い
る
（「
百
篇
見
刪
罷
（
）」）。
重
酬
姚
少
府
重
ね
て
姚
少
府
に
酬
ゆ
賈
島
隙
	斜
枕
旁
隙
	枕
旁
に
斜
め
な
り
諷
詠

貽
什
諷
詠
す

貽
の
什
如
今
何
時

如
今
何
の
時
ぞ
蟲
亦
已
蟄
蟲

き
も
亦
た
已
に
蟄 あな
ご
もる
答
遲
禮
傲
答
ふ
る
の
遲
き
禮
と
し
て
傲
に
る
は
疾
思
加
澀
』
疾
を
き
て
思
ひ
澀
を
加
は
ふ
れ
ば
な
り
僕
本
胡
爲

僕
は
本
と
胡 な
ん爲 す
る
ぞ
銜
貢
客
集
を
銜
み
て
貢
客
集
ふ
茫
然
九
州

茫
然
た
り
九
州
の

譬
如
一
錐
立
譬
へ
ば
一
錐
の
立
つ
る
が
如
し
欺
暗
少
此
懷
暗
き
に
欺
む
く
は
此
の
懷
ひ
少
し
自
明
曾
瀝
泣
自
ら
明 さ
とり
て
曾
て
泣
を
瀝
ぐ
量
無

士
量
は

の
士
ほ
ど
無
く
欲
戈
矛
』
に
戈
矛
を

を
さめ
ん
と
欲
す
原
閣
期
躋
攀
原
閣
躋
攀
を
期
し
潭
舫
偶
倶
入
潭
舫
偶
た
ま
倶
に
入
る
深
齋
竹
木
合
深
齋
竹
木
合
し
畢
夕
風
雨
』
畢
夕
風
雨

き
びし
俸
利
沐
均
分
俸
は
利
し
て
沐 め
ぐみ
て
均
分
し
價
稱
煩
嘘

價
は
稱
し
て
嘘
を
煩
は
す
百
篇
見
刪
罷
百
篇
刪
せ
ら
れ
罷
る
も
一
命
嗟
未

一
命
（
任
官
）
未
だ
ば
ざ
る
を
嗟
く
滄
浪
愚
將

滄
浪
愚
將
に
ら
ん
と
す
れ
ば
知
激


知

ふ
を
激
ま
す
（
大
意
）
窓
か
ら
差
し
む
	の
光
が
枕
元
を
照
ら
す
中
で
、
君
か
ら
こ
の


に
ら
れ
た
詩
什
を
讀
ん
で
い
る
。
今
は
、
ど
ん
な
季
な
の
だ
。
い
つ
の
ま
に
か
蟲
も
蛇
も
穴
に
こ
も
っ
た
。
お
禮
が
遲
れ
た
の
は
、
失
禮
の
極
み
だ
が
、
そ
れ
も
病
に
罹
っ
て
、
氣
が
鬱
い
で
い
た
か
ら
な
の
だ
。
』
僕
は
、
い
っ
た
い
何
な
の
だ
。
受
驗
生
と
觸
れ
合
っ
て
、
ひ
し
め
き
合
う
。
々
た
る
い
こ
の
世
界
の
中
に
よ
う
や
く
一
本
の
錐
を
立
て
る
よ
う
な
、
身
の
置
き
も
な
い
友
を
招
く
姚
合
（
松
原
）
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侘
し
さ
だ
。
人
を
出
し
く
よ
う
な
用
な
眞
似
は
で
き
な
い
が
、
自
分
の
力
量
も
高
が
知
れ
て
い
て
、
無
念
の
を
こ
ぼ
す
し
か
な
い
。
自
分
は
、
威
勢
の
良
い
武
人
で
は
な
い
。
も
う
戰
の
矛
は
、
仕
う
こ
と
に
し
た
い
。
』
樂
原
の
東
の
樓
閣
に
、
氣
儘
に
登
っ
て
み
た
い
。
曲
江
の
舟
に
、
君
と
一
に
乘
っ
て
み
た
い
。
人
里
離
れ
た
我
が
庵
に
は
、
竹
や
木
が
り
、
そ
こ
に
夜
	し
風
雨
が

る
。
』
君
は
私
の
た
め
に
、
俸
祿
の
分
を
惠
ん
で
く
れ
る
し
、
私
の

を
作
る
た
め
に
、
努
め
て
吹
聽
し
て
く
だ
さ
る
。
君
は
、
私
の
百
篇
の
詩
を
卷
物
に
仕
立
て
て
く
れ
た
が
（
投
卷
）
、
科
に
召
さ
れ
た
も
の
の
、
悲
し
い
こ
と
に
第
だ
。
滄
浪
の
水
邊
に
隱
遯
し
た
い
。
そ
れ
な
の
に
君
は
、
私
の
詩
業
を
襃
め
て
、
も
っ
と
も
っ
と
頑
張
れ
と
し
て
く
れ
る
の
だ
。
こ
の
詩
に
は
、
當
時
の
賈
島
の
置
か
れ
た
況
の
樣
々
な
息
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
姚
合
と
の
關
係
だ
け
に
絞
れ
ば
、
①
姚
合
は
俸
祿
の
一
を
賈
島
の
生
活
費
と
し
て
提
供
し
、
②
こ
と
あ
る
ご
と
に
賈
島
の
た
め
に
吹
聽
し
て
、
側
面
か
ら
應
試
の
應
を
し
、
③
行
卷
に
用
い
る
賈
島
詩
集
の
定
も
し
、
④
と
も
す
れ
ば

し
や
す
い
賈
島
を
、
そ
の
文
學
を
稱
贊
し
、
激
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
賈
島
の
詩
に
現
れ
る
姚
合
は
、
賈
島
の
眞
の
知
己
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
こ
の
優
し
い
配
慮
は
、
同
じ
時
期
に
姚
合
に
投
刺
・
行
卷
し
て
き
た
、
第
を
續
け
て
い
た
韓
湘
に
對
し
て
も
發
揮
さ
れ
て
い
た
（
第
七
參
照
）。
そ
し
て
姚
合
が
杭
州
刺
史
の
よ
う
な
大
官
に
出
世
し
た
後
も
、
後
の
詩
人
た
ち
に
對
し
て
度
の
差
こ
そ
あ
れ
示
さ
れ
て
い
た
優
し
い
配
慮
と
、
	底
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
姚
合
が
、
多
く
の
詩
人
た
ち
を
り
に
集
め
る
こ
と
が
出
來
た

以
は
、
畢
竟
、
こ
の
分
け
て
る
こ
と
の
な
い
懇
切
な
配
慮
の
力
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
他
方
、
姚
合
に
お
け
る
賈
島
は
、
誰
に
も
代
り
が
務
ま
ら
な
い
無
二
唯
一
の
存
在
だ
っ
た
こ
と
は
、
紛
れ
も
な
い
事
實
な
の
で
あ
る
。
姚
合
は
、
い
つ
も
賈
島
が
側
に
い
る
こ
と
を
必
と
し
た
。
そ
れ
は
友
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
姚
合
自
身
の
文
學
が
據
っ
て
立
つ
た
め
に
で
あ
る
。
の
姚
合
の
詩
は
、
先
の
賈
島
の「
重
酬
姚
少
府
」に
對
す
る
詩
と
推
定
さ
れ
る
。
五
言
二
十
四
句
の
、
同
じ
韻
目
の
古
體
詩
。
 か
れ
た
季
は
!秋
。
 く
世
界
は
、
賈
島
の
原
東
居
（
樂
原
の
東
の
昇
"坊
の
#居
）で
あ
る
。
こ
の
二
篇
の
$復
詩
ほ
ど
、
姚
賈
の
友
を
眞
%
に
綴
る
も
の
は
な
い
。
寄
賈
島
浪
仙
姚
合
悄
悄
掩
門
&
悄
悄
と
し
て
門
&を
掩
ひ
窮
窘
自
維
'
窮
窘
し
て
自
ら
維
'す
世
(已
昧
履
世
(已
に
履
む
に
昧
く
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
102
生
計
復
乖
緝
生
計
復
た
緝 を
さむ
る
に
乖 そ
むく
疏
我
非
常
性
疏
な
る
か
な
我
が
非
常
の
性
端
峭
爾
孤
立
』
端
峭
爾
は
孤
立
す

縱
云
久

縱 た
とひ
久
し
と
云
ふ
も
貧
蹇
豈
自

貧
蹇
豈
に
自
ら
は
ん
や
居

野
居
る

ね
野
似
在
京
邑
ぞ
京
邑
に
在
る
に
似
ん
や
院
	夕
彌
空
院
	夕
に
彌
い
よ
空
し
く
蟲
聲
雁
相


蟲
聲
雁
も
相
ひ

ぶ
衣
巾

施
衣
巾
ば
は
が
施
し
蔬
藥
常
自
拾
蔬
藥
常
に
自
ら
拾
ふ
凜
凜
寢
席
單
凜
凜
と
し
て
寢
席
單
な
り
翳
翳

濕
翳
翳
と
し
て

濕
ふ
頽
籬
里
人
度
頽
籬
里
人
度
り
敗
壁
鄰
燈
入
敗
壁
鄰
燈
入
る
曉
思
已
暫
舒
曉
思
已 も
つて
暫
く
舒
び
る
も
秋
更
集
秋
た
更
に
集
る
風
淒
林
萎
風
淒 き
びし
く
し
て
林
萎
え
苔
行
徑
澀
』
苔

ね
ばり
て
行
徑
澀 な
やむ

誓
同
歸

誓
ひ
て
同
く
歸
り
橡
栗
充
給
橡
栗
給
に
充
て
ん
（
大
意
）
君
は
ひ
っ
そ
り
と
門
を
掩
い
、
貧
し
さ
の
余
り
出
く
こ
と
も
無
い
。
世
は
、
足
を
踏
み
む
に
は
物
騷
だ
し
、
生
活
も
、
り
繰
り
が
し
い
。
つ
ぶ
し
が
效
か
な
い
の
は
、
自
分
の
頗
な
性
格
の
せ
い
。
狷
介
な
た
め
に
、
君
は
人
の
で
孤
立
す
る
。
』
君
と
の
付
き
合
い
は
長
い
と
は
言
っ
て
も
、
君
の
貧
乏
ら
し
に
は
、
慣
れ
そ
う
も
な
い
。
君
の
居
は
、
殆
ど
れ
野
原
。
長
安
の
の
中
と
は
到
底
思
え
な
い
。
庭
先
は
、
暗
く
な
る
と
ま
す
ま
す
淋
し
く
、
蟲
の
ば
か
り
か
、
雁
の
鳴
き
聲
も
聞
こ
え
て
く
る
。
や
頭
巾
は
、

侶
が
惠
み
、
野
 や
!
"は
、
自
分
で
#る
。
布
團
は
一
枚
で
、
し
ん
し
ん
と
冷
え
、
$炊
き
を
し
な
い
の
で
%い
も
し
め
り
が
ち
だ
。
垣
根
の
頽
れ
た
と
こ
ろ
を
、
村
人
が
&手
に
'り
(ぎ
、
壁
の
破
れ
た
穴
か
ら
)家
の
燈
火
が
見
え
る
。
夜
明
け
に
な
る
と
、
ふ
さ
い
だ
氣
持
ち
も
少
し
は
*れ
る
が
、
秋
の
日
れ
に
、
憂
鬱
が
ま
た
+る
。
風
が
冷
た
く
吹
い
て
、
林
の
は
枯
れ
果
て
、
苔
は
生
し
て
、
,は
き
に
く
い
。
』
さ
あ
-い
邊
の
山
に
、
き
っ
と
君
と
一
.に
隱
遁
し
よ
う
、
そ
し
て
太
古
の
有
/氏
の
民
の
よ
う
に
橡
栗
を
拾
っ
て
、

0と
す
る
の
だ
。
こ
の
詩
に
1か
れ
る
賈
島
の
生
が
營
ま
れ
る
世
界
居

野
、
似
在
京
邑
。
院
	夕
彌
空
、
蟲
聲
雁
相

。
衣
巾

施
、
蔬
藥
常
自
拾
。
凜
凜
寢
席
單
、
翳
翳

濕
。
頽
籬
里
人
度
、
敗
壁
鄰
燈
入
は
、
正
し
く
姚
合
が
武
功
體
の
詩
に
お
い
て
2い
求
め
た
世
界
の
友
を
招
く
姚
合
（
松
原
）
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で
あ
る
。
（
武
功
體
の
作
例
と
し
て
、
第
二
の
姚
合
「
武
功
縣
中
作
三
十
首
其
一
」
お
よ
び
第
三
の
姚
合
「
萬
年
縣
中
雨
夜
會
宿
寄
皇
甫
甸
」
參
照
）
し
か
し
賈
島
の
世
界
と
、
姚
合
の
武
功
體
の
世
界
は
、
決
定
に

な
っ
て
い
た
。
賈
島
に
と
っ
て
は
、
己
れ
の
生
活
の
貧
・
第
の

懣
も
含
め
て
、
そ
の
樂
	原
の
東
の

居
に
よ
っ
て
象
さ
れ
る
世
界
は
、
唯
だ
一
つ
の
、
れ
る
こ
と
も
出
來
な
け
れ
ば
、
憧
れ
る
必
も
な
い
眼
の
世
界
だ
っ
た
。
す
る
に
、
自
分
か
ら
切
り
離
す
こ
と
が
出
來
な
い
身
體
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
姚
合
の
く
武
功
體
の
世
界
は
、
姚
合
が
か
く
な
る
の

人
に
な
り
た
い
と
願
う
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
世
界
な
の
で
あ
る
。
姚
合
が
「
萬
年
縣
中
雨
夜
會
宿
寄
皇
甫
甸
」
詩
（
第
三
）
で
、
長
安
の
、
東
市
に
接
し
、
大
明
宮
に
も

い
宣
陽
坊
に
位
置
す
る
萬
年
縣
の
縣
齋
を
、
恰
も
鄙
び
た
村
里
の
片
隅
の
よ
う
に
き
成
し
た
こ
と
は
、
期
せ
ず
し
て
、
武
功
體
の
文
學
の
本
質
を
露
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
賈
島
の
詩
に
在
る
世
界
と
、
姚
合
の
詩
が
く
世
界
が
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
誰
よ
り
も
よ
く
分
か
っ
て
い
た
の
は
、
當
の
姚
合
自
身
で
あ
っ
た
に
相
な
い
。
そ
れ
で
い
な
が
ら
、
姚
合
は
そ
の
武
功
體
の
世
界
の
放
つ
魅
惑
か
ら
れ
る
こ
と
が
出
來
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

の
詩
の
熱
な
世
界
が
安
史
の
亂
の
彼
方
に
離
り
、
元
和
の
詩
の
原
理
を
張
す
る
世
界
が
、

の
直
面
す
る
會
の
頽
廢
の
中
に
沈
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
に
、
武
功
體
の
、
熱
と
も
聲
高
な
張
と
も
だ
て
ら
れ
た
「
安
ら
ぎ
！
」
の
世
界
、
い
わ
ば
有

氏
の
民
と
共
に
橡
栗
を
拾
っ
て

 に
充
て
る
よ
う
な
、
貧
し
く
て
!
ら
か
な
世
界
こ
そ
、
詩
人
た
ち
が
"い
求
め
る
べ
き
永
の
美
の
在
り
か
に
見
え
た
か
ら
で
あ
る
。
姚
合
に
は
、
自
分
の
文
學
の
中
に
は
眞
實
が
あ
る
こ
と
の
保
證
が
、
必
だ
っ
た
。
そ
の
保
證
と
な
る
の
が
、
現
に
こ
こ
あ
る
賈
島
の
生
と
、
賈
島
の
文
學
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
姚
合
の
武
功
體
は
、
實
體
を
缺
い
た
影
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
影
は
、
中
身
の
詰
ま
っ
た
#角
の
輪
郭
を
持
っ
た
賈
島
の
文
學
が
、
$
の
光
の
中
に
と
す
安
ら
か
な
影
だ
っ
た
。
ま
た
そ
の
關
係
が
存
す
る
限
り
に
お
い
て
、
姚
合
の
文
學
に
は
、
確
か
な
眞
實
が
宿
っ
た
の
で
あ
る
。
賈
島
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
安
ら
ぎ
で
は
な
く
、
し
み
で
あ
り
、
憧
憬
で
は
な
く
、
%惡
の
對
象
で
あ
っ
た
と
し
て
も
。
$
は
賈
島
の
時
代
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
時
代
を
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
演
出
し
た
功
勞
&は
、
姚
合
で
あ
る
。
姚
合
は
、
そ
の
人
'
の
(容
力
に
よ
っ
て
、
多
く
の
詩
人
た
ち
を
引
き
寄
せ
た
。
ま
た
學
)
に
堪
え
る
範
型
と
し
て
、
目
の
屆
く
と
こ
ろ
に
あ
る
世
界
の
す
べ
て
を
そ
の
中
に
溶
か
し
*む
+能
の
鑄
型
と
し
て
、
武
功
體
の
文
學
を
、
詩
人
た
ち
の
に
提
示
し
た
。
姚
合
が
こ
の
樣
に
し
て
集
め
育
て
た
姚
合
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
104
詩
集
團
を
介
し
て
、
賈
島
の
文
學
は
傳
播
し
、
や
が
て
は
一
世
を
風
靡
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
る
に
賈
島
は
、
姚
合
詩
集
團
に
あ
っ
て
は
姚
合
の
格
別
な
客
分
で
あ
り
、
彼
ら
の
文
學
の
中
に
あ
っ
て
は
「
奧
の
院
」、
す
な
わ
ち
究
極
の
到
目
標
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
姚
合
と
賈
島
の
文
學
を
取
り
上
げ
る
際
、
ま
ず
論
ず
べ
き
は
、
彼
ら
の
詩
集
團
の
中
で
二
人
が
果
た
し
た
役
の
容
で
あ
り
、
そ
の
相

で
あ
る
。
そ
の
理
解
を
し
て
、
初
め
て
兩
の
文
學
の
比
較
が
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
姚
合
の
武
功
體
を
論
ず
る
た
め
の
、
ま
た
賈
島
の
文
學
の
獨
自
性
を
考
え
る
た
め
の
、
さ
さ
や
か
な
出
發
點
で
あ
る
。
【
】
（
１
）
賈
島
の
「
就
可
公
宿
」
詩
、
姚
合
の
「
	無
可

院
」
詩
・
「
	無
可
上
人
院
」
詩
な
ど
が
あ
り
、
無
可
の

坊
は
、
し
ば
し
ば
賈
島
や
姚
合
た
ち
の
立
ち
寄
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
な
お
無
可
は
、
長
安

の

龍
寺
や
、
南
山
の
一
峰
・
白
閣
峰
の
佛
寺
と
關
係
が
深
か
っ
た
ら
し
い
。
『
金
石
萃
』
「
佛
頂

陀
羅
尼
經
石
幢
」
に
「
白
閣

無
可
書
」
と
題
し
、
末
に
「
大
和
六
年
四
十
日
建
」
と
し
て
い
る
。
（
２
）
郭
文
鎬
「
姚
合
佐
魏


賈
島
東
魏
考
」（『
江
學
刊
』
一
九
八
七
年
第
四
期
）、
お
よ
び
同「
姚
合
仕
履
考
略
」（『
浙
江
學
刊
』
一
九
八
八
年
第
三
期
）。
（
３
）
早
く
は
、『
新
書
・
姚
合
傳
』
124に
「（
姚
）
合
、
元
和
中
士

第
、
武
功
尉
、
善
詩
世
號
姚
武
功

」
。
ま
た
『
四
庫
提
』
151
『
姚
少
監
詩
集
十
卷
』
に
は
「
開
末
、
於
祕
書
少
監
。
然
詩
家
皆
謂
之
姚
武
功
、
其
詩
亦
稱
武
功
體
。
以
其
早
作
武
功
縣
詩
三
十
首
爲
世
傳
誦
、
故
相
而
不
能
改
也
」。
（
４
）
蒋
寅
「
・
武
功
體
・
與
・
吏
隱
・
題
 發
展
」
（
揚
州
大
學
學
報
、
人
文
!會
科
學
版
第
４
卷
第
３
期
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
張
震
"「
論
・
武
功
體
・」（
#州
大
學
學
報
、
!會
科
學
版
第
31卷
第
３
期
、
二
〇
〇
三
年
五
）。
な
お
徐
希
$
「
・武
功
體
・價
値
新
探
」（『
西
南
民
族
學
院
學
報
・
哲
學
!會
科
學
版
』
一
九
九
二
年
第
四
期
）
の
論
ず
る
「
武
功
體
」
は
、
姚
合
文
學
の
總
體
を
指
す
用
法
で
あ
り
、
狹
義
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
の
「
武
功
體
」で
は
な
い
。
（
５
）
張
震
"「
詩
句
無
人
識
、
應
須
把
劍
看
―
論
姚
合
反
映
府
戎
%題
材
 作
品
」（『
湖
州
師
範
學
院
學
報
』
第
24卷
第
５
期
、
二
〇
〇
二
年
）
を
參
照
。
一
例
と
し
て
姚
合「
聞
魏
州
破
&」詩
：「
生
靈
蘇
息
到
元
和
、
上
將
功
自
執
戈
。
'霧
(開
北
岳
、
蛟
龍
斬
斷
淨
)河
。
旗
迴

眼
軍
容
壯
、
兵
合
天
心
*氣
多
。
從
此
四
方
無
一
事
、
+
+雨
露
是
恩
波
」。
（
６
）
姚
合
が
朱
慶
餘
や
殷
堯
,を
識
っ
た
の
は
、
長
安
で
あ
ろ
う
。
姚
合
は
、
元
和
七
年
秋
か
ら
、
魏

-從
事
と
な
る
元
和
十
二
年
.ま
で
の
五
年
/、
お
よ
び
魏

-從
事
を
辭
任
し
た
元
和
十
五
年
秋
か
ら
、
0
長
慶
元
年
春
の
武
功
縣

1赴
任
ま
で
の
2年
/、
長
安
で
3ら
し
て
お
り
、
賈
島
も
含
め
て
、
こ
こ
に
蝟
集
す
る
文
人
た
ち
と
交
友
を
結
ぶ
友
を
招
く
姚
合
（
松
原
）
105
機
會
が
あ
っ
た
。
（
７
）
朱
慶
餘「
日
題
武
功
姚

」、
殷
堯
「
中
答
武
功
姚
合
」。
な
お
陶
『
訂
	釋


詩
』
（
文


出
版
二
〇
〇
一
年
、
第
三
冊
）
で
は
、
現
行
の
殷
堯
詩
集
に
元
明
時
期
の
詩
篇
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
詩
に
つ
い
て
も
僞
託
を
疑
っ
て
い
る
。
待
考
。
（
８
）
賈
島
「
岐
下
友
人
歸
襄
陽
」
詩
に
「
蹉
隨
汎
梗
、
羈
到
西
州
。
舉
籠
中
鳥
、
知
心
上
。
山
光
分
首
、
色
向
家
秋
。
更
登
高
、
看
定
流
」。
首
聯「
蹉
と
し
て
汎
梗
に
隨
ひ
、
羈
し
て
西
州
に
到
る
」か
ら
、
賈
島
は
長
期
の
行
の
末
に「
西
州
＝
岐
山
の
麓
の
鳳
」に
辿
り
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は

「寄
武
功
姚

」詩
が
長
江
北
岸
の
行
を
 べ
る
の
を
承
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
賈
島
の
行
は
、
長
江
北
岸
～
西
州（
鳳
）～
武
功
縣
と
續
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
こ
の
詩
の
季
!は
、
第
六
句「
色
向
家
秋
―
色
家
に
向
か
ふ
と
き
秋
な
り
」か
ら
"
と
推
定
さ
れ
、
朱
慶
餘
の
の「
#涼
」を
詠
ず
る
詩
と
一
$す
る
。
た
だ
し
朱
慶
餘
と
賈
島
が
ど
こ
で
合
流
し
た
の
か
は
、
未
詳
。
（
９
）
有
名
な
例
と
し
て
、
王
昌
齡
が
開
元
二
七
年
に
嶺
南
に
左
%さ
れ
、
&年
北
歸
の
'(中
(に
(、
襄
陽
の
孟
)然
を
訪
問
し
た
こ
と
。
（
10）
『
冊
府
元
龜
』
卷
一
三
一
・
晁
公
武
『
郡
齋
讀
書
志
』
卷
四
中
・
辛
文
*『
才
子
傳
』
卷
六
・
計
有
功
『
詩
紀
事
』
卷
四
九
な
ど
は
萬
年
縣
尉
の
後
に
富
(
+(縣
(尉
(就
任
を
記
す
が
、
本
人
や
友
人
の
同
時
,
料
に
は
見
え
な
い
。
待
考
。
（
11）
姚
合
は
、
大
和
元
年（
八
二
七
）の
-か
ら
、
&年
秋
ま
で
、
監
察
御
史
分
司
東
.と
し
て
洛
陽
に
赴
任
し（
郭
文
鎬「
姚
合
仕
履
考
略
」）、
こ
の
/に
も
、
友
人
を
集
め
て
文
會
を
催
し
た
。
姚
合
「
洛
下
夜
會
寄
賈
島
」詩
に
、「
洛
下
攻
詩
客
、
相
逢
祗
是
吟
。
夜
觴
歡
稍
靜
、
0屋
坐
多
深
。
烏
府
偶
爲
吏
、
滄
江
長
在
心
。
憶
君
1就
寢
、
燭
滅
復
星
沈
」
。
ま
た
同
時
の
作
と
し
て
馬
戴
「
2中
0夜
姚
侍
御
宅
懷
賈
島
」
詩
に
、
「
夜
木
動
0色
、
2陽
3闕
深
。
如
何
4
5思
、
更
6故
人
心
。
7
8
關
山
9、
:階
霜
霰
;。
誰
知
石
門
路
、
待
與
子
同
<」
。
こ
こ
に
集
ま
っ
た
詩
人
は
馬
戴
一
人
で
は
な
い
は
ず
だ
が
、
こ
れ
以
外
の
同
時
の
作
が
あ
る
か
未
詳
。
（
12）
賈
島「
姚
杭
州
」・
劉
得
仁「
姚
合
=中
任
杭
州
」。
二
詩
は
、
韻
目
が
同
じ
で
あ
り
、
同
座
同
賦
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。
（
13）
殷
堯
は
、
大
中
七
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
湖
南
>察
使
李
?の
辟
召
を
受
け
て
長
沙
に
在
任
し
、
大
和
八
年
末
に
@府
を
罷
め
て
、
江
南
（
杭
州
）に
い
た
。
折
し
も
大
和
九
年
に
、
姚
合
は
刺
史
と
し
て
杭
州
に
任
し
、
賈
島
も
こ
の
地
に
來
訪
し
て
い
た
。
姚
・
賈
の
殷
堯
を

別
し
た
こ
の
二
篇
の
詩
を
根
據
に
、
大
和
九
年
の
賈
島
の
杭
州
行
を
指
摘
し
た
の
は
、
李
嘉
言
「
賈
島
年
譜
」
で
あ
り
、
『
才
子
傳
校
箋
』
卷
六「
殷
堯
」（
A企
明
執
筆
）も
、
こ
の
Bを
、
さ
ら
に
根
據
を
補
充
し
て
C
Dす
る
。
（
14）
『
宋
高
E傳
』
卷
一
八「
鐘
陵
龍
興
寺
F徹
傳
」に「
釋
F徹
…
…
初
于
A
G開
元
寺
北
院
、
H恆
律
師
親
乎
I奧
深
該
理
$」。
（
15）
無
可
が
金
州
で
作
っ
た
詩
は
、「
陪
姚
合
J金
州
南
池（
一
作
：
金
州

"陪
姚
合
員
外
J南
池
）」「
金
州
別
姚
合
」「
金
州
-
8陪
太
守
J池
」
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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「
杏
溪
寺
寄
姚
員
外
」
の
四
首
。
な
お
最
後
の
詩
は
、
「
杏
溪
」
が
金
州
を
流
れ
る
江
の
支
流
で
あ
り
、
詩
題
に
記
す
官
名
「
員
外
」
が
、
金
州
刺
史
の
姚
合
が
部
員
外
の
官
銜
を
帶
び
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
詩
と
明
す
る
。
無
可
の
金
州
滯
在
は
、
か
ら
ま
で
の
實
に
	年
に

ん
だ
。
項
斯
の
詩
は
、
「
金
州
姚
合
使
君
」
の
一
首
。
（
16）
李
餘
は

第
後
、
湖
南
察
使
從
事
と
な
る
も
、
一
生
小
官
に
沈
淪
。
樂
府
の
作
と
し
て
目
さ
れ
る
。
元
「
樂
府
古
題
序
」
に
「
昨
梁
州
見
士
劉
猛
李
餘
各
賦
古
樂
府
詩
數
十
首
其
中
一
二
十
章
咸
有
新
意
予
因
而
和
之
」（『
元
氏
長
慶
集
』
卷
二
三
）
（
17）
姚
合
が
第
時
に
作
っ
た
「
下
第
」
詩
に
「
枉
爲
里
舉
、
射
鵠
藝

渾
疏
。
歸
路
羞
人
問
、
春
賃
舍
居
。
閉
門
辭
雜
客
、
開
篋
讀
生
書
。
以
此
投
知
己
、
因
自
餘
」
、
ま
た
「
寄
楊
卿
校
書
」
詩
に
「
到
京
就
省
試
、

先
有
名
。
慚
辱

書
、
忽
欲
自
受
刑
。
家
豈
無
路
、
羞
爲
路
人
輕
。
決
心

中
、
百
敗
一
」
な
ど
。
ま
た

第
時
の
「

第
後
夜
中
書
事
」に
は
、
自
制
心
を
れ
て
「
夜
睡
常

 、
春
光
屬
野
夫
。
新
銜
添
一
字
、
舊
友
遜
!
"。
喜

疑
#、
狂
來
不
似
儒
。
愛
$持
燭
看
、
憶
酒
犯
街
沽
。
天
上
名
應
定
、
人
%
&更
無
。
報
恩
丞
相
閤
、
何
啻
'
(
)」
と
喜
び
を
迸
ら
せ
る
。
（
18）
沈
亞
之
「
*韓
北
+赴
江
西
序
」
（
『
,
-文
』
卷
七
三
五
）
：
「
今
年
春
。
士
得
第
。
則
.仕
於
江
西
府
。
且
有
行
日
。
其
友
/詩
以
爲
別
」
。
こ
の
*序
は
、
姚
合
ら
の
集
ま
る
*別
の
宴
に
同
席
し
た
沈
亞
之
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
19）
姚
合
詩
の
其
二
「
0殿
臣
相
命
、
開
樽
話
舊
時
。
夜
鐘
催
鳥
1、
積
2阻
3期
。
林
靜
4聲
5、
天
陰
6色
遲
。
今
7復
何
夕
、
鳴
珮
坐
相
隨
」
は
、
馬
戴
の
唱
和
詩
が
譌
っ
て
姚
合
詩
に
混
入
し
た
も
の
。
但
し
多
少
の
文
字
の
8同
が
あ
る
。
（
20）
姚
合
不
在
の「
姚
合
詩
集
團
」の
詩
會
も
あ
っ
た
。
一
例
と
し
て
、
姚
合
の「
和
9玄
侍
御
無
可
上
人
會
宿
見
寄
」詩
か
ら
は
、
9玄
と
無
可
が
詩
會
を
持
っ
た
こ
と
が
明
す
る
。
し
か
し
姚
合
不
在
の
詩
會
は
、
回
數
も
少
な
く
、
參
加
も
多
く
な
い
。
つ
ま
り
彼
ら
の
中
で
は
、
姚
合
が
詩
會
の
:頭
取
り
の
役
;を
<め
て
い
た
と
理
解
し
て
良
い
。
（
21）
一
例
と
し
て
李
廓
を
取
れ
ば
、
姚
合
か
ら
は「
寄
=縣
尉
李
廓
少
府
」
「
*李
侍
御

州
（
一
作
：
*李
廓
侍
）
」
「
新
居
秋
夕
寄
李
廓
」
「
酬
李
廓
>舍
南
臺

?見
寄
」
、
賈
島
か
ら
は
「
酬
=縣
李
廓
少
府
見
寄
」「
淨
業
寺
與
!
=縣
李
廓
少
府
同
宿
」、
雍
陶
か
ら
は「
*
!
=縣
李
少
府
」
の
詩
を
*ら
れ
て
お
り
、
姚
賈
集
團
の
重
@人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
（
22）
無
可
が
、
金
州
刺
史
姚
合
を
訪
ね
て
か
ら
ま
で
の
	年
以
上
逗
留
し
た
こ
と
は
、
注
15に
Aべ
た
。
B汝
C『
-五
代
人
交
D詩
索
引
』
（
上
E古
出
版
F一
九
九
三
年
）
に
據
れ
ば
、
無
可
が
姚
合
に
寄
な
ど
し
た
詩
は
一
二
首
、
そ
の
Gは
九
首
。
姚
合
に
と
っ
て
、
賈
島
に
Hい
で
詩
の
應
酬
が
多
い
の
は
無
可
で
あ
る
。
な
お
無
可
が
賈
島
に
寄
な
ど
し
た
詩
は
三
首
、
そ
の
Gは
四
首
。
（
23）
I賀
は
、
法
名
を
J塞
と
い
う
佛
3だ
っ
た
。
杭
州
刺
史
時
代
の
姚
合
に
投
刺
し
、
見
出
だ
さ
れ
て
俗
。
以
後
、
姚
合
と
の
親
交
が
始
ま
っ
友
を
招
く
姚
合
（
松
原
）
107
た
。
『
才
子
傳
』
卷
八
「
塞
」
の
條
に
「
塞
字
南
卿
。
居
廬
嶽
爲
屠
。
…
…
寶
中
、
姚
合
守
錢
塘
、
因
攜
書
投
刺
、
以
丐
品
第
。
合
待
甚
、
…
…
因
加
以
冠
巾
、
使
復
姓
字
」
。

22の
	汝

の

書
に
據
れ
ば
、
賀
が
姚
合
に
寄
な
ど
し
た
詩
は
五
首
、
但
し
そ
の
は
殘
っ
て
い
な
い
。
（
24）
姚
合
の
後
誘
掖
に
つ
い
て
は
、
白
愛
「
姚
合
賈
島
詩
歌
常
時
接
受
」
（

大
學
學
報
・
人
文
會
科
學
版
、
第
二
八
卷
、
二
〇
〇
六
年
第
三
期
）に
初

な
究
が
あ
る
。
（
25）
『
才
子
傳
』
卷
六
「
鄭
」
に
、「
鄭
、
錢
塘
人
。
大
中
舉

士
。
時
姚
合
號
詩
宗
、
爲
杭
州
刺
史
。
獻
業
、
日
門
、
累
陪
登
覽
燕
集
、
大
得
奬
重
、
如
門
生
禮
然
」
。
い
ま
姚
合
へ
の
獻
詩
が
三
篇
殘
る
。
（
26）
『
新
書
・
李
傳
』
卷
二
〇
三
に
、「
李
字
新
、
睦
州
壽
昌
人
。
少
秀
悟
、
 長
、
廬
西
山
、
多
記
覽
。
其
屬
辭
、
於
詩
尤
長
。
與
里
人
方
!干
!善
。
給
事
中
姚
合
名
爲
詩
、
士
多
歸
重
、
走
千
里
丐
其
品
、
合
大
加
獎
"、
以
!女
!妻
!之
!」。
文
中
の
方
干
も
、
姚
合
詩
集
團
の
一
員
。
（
27）
記
の
#料
も
含
め
て
摘
$す
れ
ば
、
賀
「
姚
合
%中
」
に
「
門
多
逢
&
'人
」
、
劉
得
仁
「
上
姚
諫
議
」
に
「
(計
依
門
、
何
疑
不
)鱗
」、
方
干
「
哭
祕
書
姚
少
監
」
に
「
入
室
幾
人
*弟
子
」
な
ど
。
（
28）

+の
よ
う
に
、
賀
「
姚
合
%中
」
に
「
,重
來
爲
守
土
臣
、
高
-似
武
!功
!貧
!」
、
劉
得
仁
「
上
姚
諫
議
」
に
「
名
因
詩
句
大
、
家
似
布
!衣
!貧
!」。
（
29）
こ
の
詩
の
篇
で
あ
り
、
先
だ
っ
て
姚
合
に
寄
せ
ら
れ
た
の
が
賈
島
「
酬
姚
少
府
」
。
そ
こ
に
も
、
詩
集
.定
の
件
が
言
/さ
れ
る
。
「
刊
文
非
不
朽
、
君
子
自
相
於
」
（
君
は
、
私
の
不
朽
と
は
無
0の
凡
作
に
つ
い
て
、
か
た
じ
け
な
く
も
.定
し
て
く
れ
る
。
君
の
よ
う
な
立
1な
人
物
が
、
私
を
思
っ
て
大
事
に
し
て
く
れ
る
の
だ
）
。
應
試
の
準
備
と
し
て
、
秋
ま
で
に
作
っ
た
詩
篇
を
「
秋
卷
」
と
し
て
.定
し
、
そ
れ
を
有
力
2に
行
卷
と
し
て
投
ず
る
3慣
が
あ
っ
た
。
姚
合
は
、
こ
の
秋
卷
を
賈
島
の
た
め
に
.定
し
た
。
〔
附
記
〕
本
稿
は
、

*十
九
年
度
專
修
大
學
個
人
究
助
*「
賈
島
の
基
礎

究
」
の
究
*果
の
一
部
で
あ
る
。
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